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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々
し
い
新
春
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
空
港
に
直
結
し
た
大

館
能
代
空
港
Ｉ
Ｃ
の
開
通
に
よ
り
、
東
北
自
動
車
道
か
ら
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、
大
き
く
利
便
性
が
向

上
し
た
大
館
能
代
空
港
は
、
開
港
し
て
か
ら
20
周
年
と
い
う

節
目
を
迎
え
、
利
用
者
数
も
過
去
最
高
を
更
新
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
近
隣
住
民
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
国
道
2
8
5
号

滝
ノ
沢
バ
イ
パ
ス
が
16
年
の
歳
月
を
経
て
開
通
し
て
お
り
ま

す
し
、
鷹
巣
西
道
路
及
び
国
道
７
号
鷹
巣
大
館
道
路
へ
の
接

続
区
間
が
2
0
2
0
年
度
ま
で
に
開
通
す
る
見
通
し
が
立
つ

な
ど
、
空
港
を
中
心
と
し
た
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
大
き
く

前
進
し
た
一
年
で
あ
っ
た
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
向
上
の
追
い

風
を
し
っ
か
り
と
捉
え
な
が
ら
、
観
光
路
線
と
し
て
も
地
位

が
確
立
さ
れ
た
秋
田
内
陸
線
の
魅
力
に
磨
き
を
か
け
、
国
内

外
か
ら
の
更
な
る
誘
客
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

見
頃
を
迎
え
る
森
吉
山
の
樹
氷
を
は
じ
め
、
世
界
一
の
大
き

さ
を
誇
る
綴
子
大
太
鼓
、
阿
仁
の
マ
タ
ギ
文
化
、
世
界
文
化

遺
産
登
録
を
目
指
す
伊
勢
堂
岱
遺
跡
な
ど
の
当
市
に
点
在
す

る
地
域
が
誇
る
資
源
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
空
港
所

在
都
市
と
し
て
の
地
の
利
を
活
か
し
た
施
策
を
打
ち
出
し
て
、

戦
略
的
に
交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
拡
大
さ
せ
、
人
が
行
き

交
う
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
そ
の
加
速
を
食
い
止
め
る
抑
止
力

の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域
間
交
流
が
重
要
と

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
が
、
昨
年
10
月
に
は
、
旧
合
川
町
時
代

か
ら
交
流
を
続
け
て
お
り
ま
し
た
東
京
都
国
立
市
と
の
間
で
、

晴
れ
て
友
好
交
流
都
市
協
定
が
締
結
さ
れ
、
今
後
の
両
都
市

間
に
お
け
る
様
々
な
分
野
で
の
連
携
の
新
た
な
可
能
性
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
し
「
浜
辺
の

歌
」
を
ご
縁
と
し
て
繋
が
り
ま
し
た
神
奈
川
県
藤
沢
市
に
つ

き
ま
し
て
も
、
互
い
の
市
政
発
展
の
た
め
、
成
長
し
合
え
る

関
係
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
構
造
の
変
化
に
対
応
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
便
利

な
戸
籍
・
住
民
票
等
の
各
種
証
明
書
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
導

入
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
し
、
来
庁
者
に
ご

不
便
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
宮
前
町
庁
舎
に
つ
き
ま
し

て
は
、
執
務
ス
ペ
ー
ス
を
２
階
か
ら
１
階
へ
移
設
し
、
利
便

性
を
高
め
る
た
め
の
改
修
工
事
を
耐
震
補
強
工
事
と
併
せ
て

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

山
が
芽
吹
く
頃
に
は
、
深
い
感
慨
と
と
も
に
平
成
時
代
が

終
わ
り
を
告
げ
、
新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
迎
え
ま
す
が
、

こ
こ
に
改
め
て
、
市
政
の
舵
取
り
役
と
し
て
当
市
の
最
大
の

課
題
で
あ
り
ま
す
「
人
口
減
少
時
代
を
乗
り
越
え
て
い
く
」

と
い
う
大
き
な
目
標
に
向
か
っ
て
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
幸
多
い
一
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

北
秋
田
市
長

津
　
谷
　
永
　
光

平
成
三
十
一
年　

元
旦

謹賀新年今

年

は

亥

年

１
月
１
日　
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
／
元
旦
倉
ノ
山
登
山

　
　
２
日　
大
太
鼓
叩
き
初
め

　
　
５
日　
森
吉
山
樹
氷
観
賞（
〜
３
月
３
日
）

　
　
27
日　
市
民
ス
キ
ー
大
会

２
月
９
日　
も
ち
っ
こ
市（
〜
10
日
）

　
　
16
日　
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
ス
ト
リ
ー
ト
in
あ
に

３
月
21
日　
万
灯
火

４
月
下
旬　
伊
勢
堂
岱
遺
跡
公
開
開
始（
〜
10
月
末
）／

く
ま
く
ま
園
オ
ー
プ
ン（
〜
11
月
上
旬
）／

阿
仁
ス
キ
ー
場
春
ス
キ
ー
営
業（
４
月
土

日
・
祝
日
〜
５
月
６
日
）／
鷹
巣
中
央
公
園

桜
ま
つ
り（
〜
５
月
上
旬
）

５
月
３
日　
森
吉
山
山
開
き

　
　
29
日　
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー

６
月
１
日　
竜
ケ
森
山
開
き
／
太
平
湖
湖
水
開
き

　
　
２
日　
ふ
る
さ
と
踊
り
と
餅
っ
こ
ま
つ
り

　
　
上
旬　
阿
仁
ス
キ
ー
場
ゴ
ン
ド
ラ
運
行

　
　
　
　
　
　
《
花
の
百
名
山
》（
〜
10
月
下
旬
）

７
月
６
日　
米
代
川
花
火
大
会

　
　
14
日　
八
幡
宮
綴
子
神
社
例
大
祭（
〜
15
日
）

８
月
７
日　
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り

　
　
14
日　
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・ま
と
火
／
根
子
番
楽

　
　
15
日　
成
人
式
／
市
民
盆
踊
り
大
会

　
　
16
日　
阿
仁
の
花
火
と
灯
籠
流
し

　
　
中
旬　
民
俗
芸
能
大
会

９
月
８
日　
た
か
の
す
太
鼓
ま
つ
り

　
　
14
日　
縄
文
ま
つ
り

　
　
22
日　

１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

10
月
下
旬　
産
業
祭
／
文
化
祭

11
月
上
旬　
浜
辺
の
歌
音
楽
祭

12
月
中
旬　
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
〜
２
月
上
旬
）

平
成
31
年
の
主
な
行
事
予
定

い

亥猪
　
　
　
年
は
十
二
支
の
12
番
目
の

　
　
　
年
で
、
方
角
や
時
刻
を
表

す
語
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
亥
」
は
北
西
よ
り
や
や
北
寄
り

の
方
角
、「
亥
の
刻
」
は
午
後
10

時
を
中
心
と
す
る
約
２
時
間
を
指

し
ま
す
。
後
に
、
庶
民
に
十
二
支

を
浸
透
さ
せ
る
た
め
「
亥
」
に
わ

か
り
や
す
い
動
物
の
「
猪
」
を
当

て
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
猪

が
選
ば
れ
た
理
由
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
「
亥
」
は
元
々
「
閡
」
と
書
い

て
「
と
ざ
す
」
と
い
う
意
味
で
、

草
木
の
生
命
力
が
種
の
中
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
状
態
を
表
し
て
い
ま

す
。
ま
た
「
亥
」
は
イ
ノ
シ
シ
や

豚
の
骨
格
を
描
い
た
象
形
文
字
で

骨
組
み
や
核
を
表
し
ま
す
が
、
イ

ノ
シ
シ
そ
の
も
の
の
意
味
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　
　
は
鯨
偶
蹄
目
イ
ノ
シ
シ
科

　
　
　
に
分
類
さ
れ
る
哺
乳
類
の

一
種
。
日
本
も
中
国
も
「
亥
年
」

の
動
物
は
「
猪
」
で
す
。
同
じ

「
猪
」
な
の
で
す
が
、
日
本
人
と

中
国
人
が
思
い
浮
か
べ
る
動
物
は

違
い
ま
す
。
中
国
語
の
「
猪
」
は
、

イ
ノ
シ
シ
で
は
な
く
「
豚
」
な
の

で
す
。
も
と
も
と
、
猪
と
豚
は
生

物
学
的
に
は
大
き
な
違
い
は
な
く
、

豚
は
野
生
の
猪
を
飼
い
慣
ら
し
て

家
畜
化
さ
せ
た
生
き
物
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
る
ま
る
と
太
り
、
よ
く
食
べ

る
豚
は
中
国
で
は
富
の
象
徴
と
さ

れ
て
「
太
る
こ
と
＝
生
活
が
豊
か

な
こ
と
」
で
あ
り
「
お
太
り
に
な

ら
れ
ま
し
た
ね
」
が
ほ
め
言
葉
で

し
た
。
他
に
も
豚
は
一
度
に
数
十

匹
の
子
ど
も
を
産
む
こ
と
か
ら
、

子
宝
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
近
年
の
日
本
で
猪
は
、
人
里
に

出
没
し
農
作
物
に
被
害
を
も
た
ら

す
厄
介
者
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

中
国
の
富
と
子
宝
の
象
徴
に
あ
や

か
り
、
北
秋
田
市
に
一
人
で
も
多

く
の
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
活
気
と

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
年
に
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。

▲多くの市民が参加したチャレンジデー ▲世界文化遺産登録を目指す伊勢堂岱遺跡

が
い

く
じ
ら
ぐ
う
て
い
も
く
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　企業養豚のパイオニアである株式会社フリーデ

ンのグループ会社です。安全、安心、おいしさを

追求した「やまと豚」を生産しています。繁殖か

ら肥育までの一貫経営農場で、飼養頭数は２万

３０００頭、年間出荷頭数は４万６０００頭です。

有限会社森吉牧場

【会社概要】
◆所 在 地　北秋田市阿仁前田字
　　　　　　惣内滝ノ上58‐１
◆主な事業　やまと豚生産、豚糞堆肥販売
◆従業員数　34人

何をしている会社？

会社のアピールポイントは？

鈴木 健さん（29）

きらっとヒカル

北秋田の企業

きらっとヒカル

北秋田の企業 Vol.21

　地域循環型農業を行っています。北秋田市で生

産された飼料用米を豚に給与し、豚の糞を堆肥化

して飼料用米を作っていただいています。また、

生産物の安全の指標となる２つの認証を取得し、

オリンピックの食材として提供できる基準を満た

した豚肉を生産しています。

開放的な養豚場

　今年から正社員となり、

早く一人前になれるように

日々精進しています。豚の

飼養管理は気候などに左右

されて難しいですが、安全

でおいしい豚肉を作ること

を目指して頑張っていきま

す。

すくすく育つ子豚

北秋田市
地域おこし
協力隊

き
た
あ
き
た
の

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
米
倉
で
す
。

今
回
が
こ
の
コ
ラ
ム
で
の
３
回
目
の

投
稿
と
な
り
ま
す
。

　
先
日
、
綴
子
小
学
校
で
６
年
生
の

「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
の
授

業
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

自
分
が
育
っ
た
こ
ろ
に
は
、
こ
う
し

た
授
業
は
な
く
、
自
分
の
ふ
る
さ
と

や
ふ
る
さ
と
に
あ
る
仕
事
の
こ
と
な

ど
知
ら
ず
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
将
来
子
ど

「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
」

も
た
ち
が
成
長
し
た
時
に
、
北
秋
田

市
の
魅
力
を
伝
え
ら
れ
、
就
業
・
就

職
で
外
に
出
た
と
し
て
も
、
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
で
北
秋
田
市
に
戻
り
た
い

と
言
う
気
持
ち
を
育
て
る
こ
と
に
繋

が
る
の
だ
と
の
思
い
で
、
お
話
を
受

け
ま
し
た
。

　
当
日
の
授
業
は
、
子
ど
も
た
ち
の

真
剣
な
ま
な
ざ
し
に
押
さ
れ
っ
ぱ
な

し
で
し
た
が
、
何
と
か
「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」や「
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
」
と
い
う
仕
事
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
私
が
思
う
北
秋
田
市
の
魅

力
を
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に
将
来
ど
こ

に
行
っ
て
も
北
秋
田
市
の
こ
と
を
忘

れ
ず
に
、
い
つ
か
北
秋
田
市
に
戻
っ

て
来
て
ほ
し
い
と
の
思
い
を
伝
え
る

こ
と
が
出
来
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

　
後
日
、
学
校
の
方
か
ら
子
ど
も
た

ち
が
書
い
た
感
想
文
を
頂
き
、
涙
が

出
そ
う
で
し
た
。

　
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
前
で
北
秋
田

市
の
魅
力
を
伝
え
る
機
会
が
あ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

vol.９

米倉信人隊員

▲授業風景

ショーン

コリガン Kitaakita from My Eyes ＮＯ.３０ＮＯ.３０

　明けましておめでとうございます。今年もよ

ろしくお願いします（年賀状の代わりに、この

場で新年のあいさつをさせていただきます）。

真っ白な雪景色が大好きな私は、今年で９回目

のお正月を北秋田市で迎えました。

　初雪とともに、急にクリスマス気分が高まり、

家庭用のイルミネーションやグッズをしっかり

と集めているところです。私は子どもの頃から、

米国のクリスマス感があふれる環境の中で育ち

ましたが、日本でもクリスマスグッズがびっく

りするほど揃っているので喜んでいます。

　日本の「モノを作る」技術は、細かいところ

まで気が配られ、私の憧れの一つです。道の駅

などで、手作りのクリスマスリースやキャンド

ルなどの商品を目にするたびに、特に秋田の技

術が高いと改めて思います。

　私の家のイ

ルミネーショ

ンですが、家

が完全に光っ

ていますから、

街中を散歩し

ている方々は

すぐに分かる

のではないでしょうか！？なかなか足が運べな

い方は、ぜひ今回の写真で楽しんでもらいたい

と思います。

「クリスマスのイルミネーション」

◇
11
月
16
日
〜
12
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

11
月
17
日（
土
）

19
日（
月
）

20
日（
火
）

22
日（
木
）

24
日（
土
）

26
日（
月
）

27
日（
火
）

29
日（
木
）

30
日（
金
）

12
月
４
日（
火
）

７
日（
金
）

９
日（
日
）

11
日（
火
）

12
日（
水
）

13
日（
木
）

14
日（
金
） ▽

食
育
フ
ェ
ス
タ（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
小
猿
部
地
区
自
治
会

長
連
絡
協
議
会
地
域
振
興
交
流
会（
沢
口
林
業
セ
ン
タ
ー
）

▽
み
そ
ら
フ
ァ
ー
ム「
農
林
水
産
大
臣
賞 

ふ
る
さ
と
秋
田
農
林
水
産

大
賞
」受
賞
報
告（
本
庁
舎
）

▽
大
館
能
代
空
港
利
用
促
進
協
議
会 

企
業
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
集
い

（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
大
野
台
工
業
団
地
協
議
会
総
会
懇
親
会（
み
よ
し
）

▽
国
道
２
８
５
号
滝
ノ
沢
バ
イ
パ
ス
開
通
式
典
・
祝
賀
会（
森
吉
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
・
あ
ゆ
っ
こ
）▽
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ（
市
民

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
元
阿
仁
町
長
今
井
乙
麿
氏
葬
儀（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）

▽
北
秋
田
市
日
沿
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
現
場
視
察（
鷹
巣
西
道

路
ほ
か
）

▽
大
館
法
人
会 

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
書
提
出（
本
庁
舎
）▽
第

２
回
北
秋
田
市
総
合
教
育
会
議（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）▽
第
２
回

北
秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡
協
議
会（
北
秋
田
市
民
病
院
）

▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）

▽
第
１
回
北
秋
田
市
青
少
年
問
題
協
議
会（
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
）

▽
北
秋
田
市
周
辺
衛
生
施
設
組
合 

正
副
管
理
者
会
議（
米
代
衛
生
セ

ン
タ
ー
）

▽
秋
田
県
信
用
組
合 

鷹
巣
・
森
吉
・
合
川
支
店 

合
同
忘
年
会（
ホ
テ

ル
松
鶴
）

▽
道
の
駅「
か
み
こ
あ
に
」を
拠
点
と
し
た
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
長
期

実
証
実
験
体
験
試
乗
会（
上
小
阿
仁
村
）

▽
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会 

初
日（
議
事
堂
）

▽
大
館
北
秋
田
森
林
組
合 

山
神
祭（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会 

一
般
質
問
①（
議
事
堂
）

▽
北
秋
田
市
議
会
12
月
定
例
会 

一
般
質
問
②（
議
事
堂
）▽
北
秋
田
市

医
療
団
体
と
の
業
務
協
議
会（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

若手社員
の声

若手社員
の声
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地域
行事

　第21回北秋田市ながなわとび大会が、11月30日
に合川体育館で行われ、参加した選手たちが息を合
わせて跳躍回数を競い、心地よい汗を流しました。
　競技は、２人のまわし手が長さ10メートルの縄を
回し、10人以上の跳び手が跳んだ２回の合計回数を
競うルールで行われ、市内のスポーツ少年団、同級
生や地域のグループなど14チームが参加しました。
　どのチームも一回でも多く跳ぼうと、並び方や掛
け声、縄の回し方などを工夫して記録に挑戦すると、
家族や観客、参加者から大きな声援が送られました。

スポ
ーツ

　北秋田祇園太鼓連絡協議会主催の第28回北秋田祇
園太鼓審査会が、11月23日に文化会館で開かれ、小
中高生や一般の太鼓愛好グループが力強いバチさば
きと迫力ある太鼓の響きで観客を魅了しました。
　審査会には、市内の小学校から、個人演技の部に
11組、団体演技の部に６団体が出場し、これまで
の練習の成果を披露しました。
　最後は、出演者全員が参加しての100人打ちの合
同演奏が披露され、迫力ある太鼓の響きに会場から
は大きな拍手が送られました。

地域
行事

　一般国道285号滝ノ沢バイパスの開通式が、11月
24日に森吉総合スポーツセンターで行われ、関係
者約90人が参加し、全線開通を祝いました。
　開通式典に先立ち行われた安全祈願祭では、国会
議員をはじめ、県や市、県議会議員、施工業者など
関係者が玉串を奉てんし、今後の無事故を祈願しま
した。
　この後、津谷市長を含む関係者によるテープカッ
トとくす玉開披が行われ、温かい拍手で迎えられな
がら、滝ノ沢バイパスの全線開通を祝いました。

道路
開通

　農林水産大臣賞、ふるさと秋田農林水産大賞をダ
ブル受賞した株式会社みそらファーム（五味堀）の
若松一幸代表取締役が、11月19日に市役所を訪れ、
津谷市長に受賞を報告しました。
　この賞は、地域農業のリーダーとして優れた取り
組みを実践する個人や団体が表彰されるもので、こ
の度、経営実績が顕著であることが認められました。
　若松代表は「システムを用いた農場管理が評価さ
れた」などと話し、津谷市長は「素晴らしい報告を
受けてうれしく思う」などと受賞をたたえました。

受賞
報告

　北秋田市食育フェスタが、11月17日に市民ふれあい
プラザで行われ、参加者は食への関心を高めました。
　同フェスタは、市民一人一人が食について理解を深
め、望ましい食習慣と自ら選択する力を身に付け、次
の世代に普及させていくことを目的に開催されました。
　この日は、管理栄養士で東北女子大学教授の松本
範子さんの特別講演が行われたほか、野菜350グラ
ム当てクイズ、食塩・砂糖相当量早分かりコーナー
などが設けられ、参加者は食育に関する展示や体験、
講演を通して食育への理解を深めました。

　第11回北秋田きらきらフェスティバルのサンタパ
レードとオープニングイベント点灯式が、12月９日
に米代児童公園をメイン会場に行われました。
　この日、クリスマスの仮装をした子どもたちが商
店街を元気にパレードして米代児童公園に到着後、
カウントダウンで公園内に設置された電飾に明かり
が灯ると、参加者や見物客から歓声が上がりました。
　今年から北秋田市ふるさと大使のハローキティを
モチーフにした電飾がＳＬ機関車などに施されまし
た。イルミネーションは、２月３日まで点灯されます。

　認知症をテーマとした北秋田市民公開講座が、12
月13日に文化会館で行われ、約500人が参加して認
知症について理解を深めました。
　公開講座は２部構成で、第１部は「合川にわか劇
団華組」が涙あり笑いありの「そばにあるヌクモリ 
さびしさも晴れになる」と題した寸劇を行いました。
第２部では、たかのす今村クリニックの今野直樹院
長が「認知症の症状と治療について」と題した講演
を行いました。参加者は、熱心に聴き入り、認知症
についての知見を広げました。

息合わせバチさばきも軽快に
第28回北秋田祇園太鼓審査会

国道285号がより安全かつ快適に
国道285号滝ノ沢バイパス開通式

劇と講演で認知症を学ぶ
北秋田市民公開講座

地域で学ぶ 未来へつながる食育
北秋田市食育フェスタ

株式会社みそらファームが受賞
農林水産大臣賞、ふるさと秋田農林水産大賞受賞報告

心をひとつにジャンプ
第21回北秋田市ながなわとび大会

冬の街を華やかに彩る
第11回きらきらフェスティバル

講座

食育
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子どもたちを社会全体で育むために子どもたちを社会全体で育むために

　▲委嘱状の交付を受ける委員

◆
布
草
履
作
製
講
座

日
時　

１
月
17
日（
木
）・
25
日（
金
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

講
師　
高
橋
キ
ヨ
子
さ
ん　
定
員　
15
人

参
加
費　
5
０
０
円（
材
料
費
）

申
込
締
切　

１
月
10
日（
木
）

◆
伊
勢
堂
岱
の
今

　
〜
め
ざ
せ
！
世
界
文
化
遺
産
登
録
〜

日
時　

１
月
23
日（
水
） 

13
時
30
分
〜

講
師　
生
涯
学
習
課　
榎
本
剛
治
さ
ん

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
保
護
者
が
仕
事
等
で
日
中
留
守
に
な
る

家
庭
に
代
わ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
安
全
な

生
活
の
場
と
遊
び
の
場
を
提
供
し
ま
す
。

対
象
児
童　
仕
事
等
に
よ
り
、
保
護
者
が

日
中
留
守
に
な
る
小
学
１
年
生
か
ら
６
年

生
ま
で
の
児
童

提
出
書
類　
①
入
会
申
込
書　
②
児
童
票

申
込
方
法　

１
月
18
日（
金
）
ま
で
に
入

会
希
望
の
児
童
ク
ラ
ブ
へ
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
方

も
、
改
め
て
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
提
出
書
類
は
、
各
児
童
ク
ラ
ブ
、
各
公

民
館
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

◆
第
３
回
テ
ー
マ
「
遺
跡
を
保
存
す
る
」

日
時　
１
月
12
日（
土
） 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
場　
伊
勢
堂
岱
縄
文
館

参
加
費　
無
料

【
講
演
①
】

「
世
界
石
造
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用
〜

モ
ア
イ
石
造
・
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
遺
跡

群
・
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
遺
跡
を
中
心
に
〜
」

講
師　
東
北
芸
術
工
科
大
学

文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
・
教
授　
澤
田
正
昭
さ
ん

【
講
演
②
】

「
ラ
ス
コ
ー
洞
窟
壁
画
と
高
松
塚
古
墳
壁

画
の
カ
ビ
の
問
題
と
周
辺
環
境
」

講
師　
東
北
芸
術
工
科
大
学

文
化
財
保
存
修
復
研
究
セ
ン
タ
ー

研
究
員
・
教
授　
石
﨑
武
志
さ
ん

◆『
家
庭
教
育
』
っ
て
な
ぁ
に
？

　
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
と
共
に
、
子
育

て
や
家
庭
教
育
に
つ
い
て
語
り
合
い
ま

し
ょ
う
。（
参
加
費
無
料
）

日
時　
１
月
16
日（
水
） 

10
時
〜
11
時
30
分

講
師　
北
秋
田
市
家
庭
教
育
支
援
チ
ー
ム

定
員　
20
人
（
要
予
約
）

申
込
締
切　

１
月
11
日（
金
）

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
の
未
来

を
時
間
を
か
け
て
つ
く
り
あ
げ
て
い
る

（
紡
ぐ
）
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
研
究
会
の
歴
史
を
教
え
て
く
だ
さ
い

　
本
研
究
会
は
昭
和
34
年
、
史
談
会
を

開
催
以
来
、
本
年
度
で
創
立
60
周
年
を

迎
え
ま
す
。
新
年
度
に
は
記
念
事
業
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
会
誌
は
昭
和
52
年

か
ら
発
行
さ
れ
、
最
新
号
で
74
号
を
数

え
ま
す
。
最
新
号
で
は
、
地
域
の
研
究

論
文
を
は
じ
め
と
し
て
、
講
演
記
録
や

随
想
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
会
員
数
は
１

２
０
人
弱
。
会
員
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
、

新
し
い
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
す
。

◇
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　
今
年
度
５
月
の
総
会
後
に
、
津
谷
永

光
市
長
さ
ん
か
ら
市
の
観
光
行
政
に
つ

い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
官
民
挙

げ
て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
み
た
い
も

の
で
す
。
９
月
に
は
、
伊
勢
堂
岱
縄
文

館
の
名
誉
館
長
で
あ
る
冨
樫
泰
時
先
生

か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
縄
文
遺
跡

群
が
国
内
推
薦
候
補
に
選
定
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
企
画
と
な

り
ま
し
た
。
先
生
の
講
座
は
こ
の
後
も

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
拝

聴
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
10
月

に
は
、
内
陸
線
の
貸
切
列
車
で
角
館
を

訪
れ
、
現
地
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

新
潮
社
の
創
設
者
で
あ
る
佐
藤
義
亮
と

『
解
体
新
書
』
の
人
体
解
剖
図
を
描
い

た
秋
田
蘭
画
の
先
駆
者
で
あ
る
小
田
野

直
武
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
初
秋
の

素
敵
な
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
11
月
に
は
会
誌
を
発
行
し
て
い

ま
す
。

◇
研
究
会
の
Ｐ
Ｒ
を

　
鷹
巣
地
方
史
研
究
会
は
伝
統
の
あ
る

研
究
団
体
で
す
。
地
域
の
歴
史
を
掘
り

起
こ
す
こ
と
が
本
務
で
す
が
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
る
研
究
会
で
あ
り

た
い
と
念
じ
て
い
ま
す
。
肩
肘
を
張
ら

ず
に
楽
し
め
る
企
画
も
あ
り
ま
す
。
皆

さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

○
鷹
巣
地
方
史
研
究
会

　
会
長 

中
嶋
俊
彦
さ
ん
（
脇
神
）

現地研修会（角館・青柳家前）
（左端が中嶋会長）

⑧

合
川
公
民
館
定
期
講
座

「
子
育
て
マ
マ
応
援
塾
」受
講
生
募
集

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問 合
川
公
民
館
短
期
講
座 

受
講
生
募
集

　

 

合
川
公
民
館 

☎
78‐

２
１
１
４

申
問 第
１
６
０
回
合
川
公
民
館
ろ
ば
た
講
座

　

 

生
涯
学
習
係 

☎
62‐

１
１
３
０

申
問 放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
募
集

　平成30年度第１回北秋田市青少年問題協議会が、
12月４日に市民ふれあいプラザで行われました。
　はじめに、会長の津谷市長が今年度より加わった
委員への委嘱状の交付に続き「少子化等により青少
年が社会性を身に付ける機会が減少している。青少
年の健全育成を図り、非行のない明るい社会を構築
していきたい」などとあいさつしました。
　また、県北報公会の釜田一理事が「社会的養育の
子育てについて」と題した講話を行い「子ども一人
一人を社会全体で育むために、地域や関係機関と協

力していく必要がある」などと述べ、出席した委員
は、熱心にメモを取りながら耳を傾けました。～第１回北秋田市青少年問題協議会～

まなぼう・あそぼう・つたえようまなぼう・あそぼう・つたえよう

　▲スペシャルゲストの大川千里さんも登場！

　生涯学習フェスタ2018が、12月16日に市民ふれあ
いプラザで行われ、各種団体が日頃の実践や学習の
成果を披露しました。
　会場では、きらフェス実行委員会の協力による
「WA ROCK」や七日市公民館の「わら細工講座」、
「パステル和アート」などの体験コーナーが設置され、
多くの来場者でにぎわいました。
　また、ステージ発表では、秋田北鷹高校の家庭ク
ラブと科学クラブが研究発表を行ったほか、コムコ
ム定期講座「ゼロからはじめるアコースティックギ

ター教室」の皆さんによるギター演奏では、優しい
音色が会場を包み込みました。～生涯学習フェスタ～

　

 

文
化
係 

☎
62‐

６
６
１
８

問 伊
勢
堂
岱
縄
文
館
講
座
を
開
催

　北秋田市出身で、現在ドイツ・ベルリンのオーケ
ストラで活躍中のクラリネット奏者によるリサイタ
ルです。

【日時】　２月３日（日）　15時開演（14時30分開場）
【出演】　クラリネット　米倉　森
　　　　ピアノ　　　　大谷　祥子
【会場】　浜辺の歌音楽館　２階ホール
【料金】　一般1,000円　高校生以下500円
【プレイガイド】　浜辺の歌音楽館／市民ふれあいプラ
ザ／森吉公民館／合川公民館／阿仁公民館／文化会館
【問合せ】　浜辺の歌音楽館 ☎72‐3014

開館30周年記念「米倉 森 クラリネットリサイタル」開館30周年記念「米倉 森 クラリネットリサイタル」

浜辺の歌音楽館第96回定期演奏会浜辺の歌音楽館第96回定期演奏会 ♪♬ ♬♪♬ ♬
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■
事
業
主
の
み
な
さ
ま
へ

 

◆
大
館
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

■
配
偶
者
控
除
・
配
偶
者
特
別
控
除

　

 

の
取
扱
い
が
変
更
に
な
り
ま
す

 

■
市
役
所
等
で
発
行
し
て
い
る

　

 

申
告
に
必
要
な
書
類

 

■
税
務
課
か
ら
の
お
願
い

　
申
告
会
場
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
申

告
相
談
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
次
の
こ
と

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
市
で
受
付
で
き
な
い
申
告
が
あ
り
ま
す

　
「
青
色
申
告
」、「
消
費
税
」、「
相
続
税
」

「
贈
与
税
」、「
平
成
29
年
以
前
の
所
得
税

の
確
定
申
告
」
に
つ
い
て
は
、
直
接
税
務

署
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
あ
ら
か
じ
め
書
類
の
分
類
及
び
集
計
を

　【
営
業
・農
業・不
動
産
収
入
の
あ
る
方
】

　
収
支
内
訳
書
を
作
成
し
て
い
た
だ
く
か
、

あ
ら
か
じ
め
収
入
・
経
費
の
科
目
ご
と
に

領
収
書
等
を
分
類
し
、集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

　【
医
療
費
控
除
の
申
告
を
行
う
方
】

　
支
払
先
の
医
療
機
関
ご
と
に
領
収
書
を

分
類
し
、
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

※
集
計
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
ご
自
分

で
集
計
後
に
相
談
と
な
り
ま
す
の
で
順
番

が
遅
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
告
前
に
書
類
の
確
認
を

　
添
付
書
類
が
不
備
の
場
合
は
、
申
告
相

談
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
12
ペ
ー
ジ
の
「
申
告
前
に
書
類
の
確

認
を
！
」
を
参
考
に
事
前
の
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
申
告
相
談
期
間
中
の
お
問
い
合
わ
せ

　
申
告
相
談
期
間
中
は
、
担
当
職
員
が
申

告
会
場
に
出
向
く
た
め
、
電
話
で
の
お
問

い
合
わ
せ
に
即
答
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

 

■
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

 

■
申
告
す
る
必
要
の
な
い
方

 

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

　
　

 

確
認
書
類
が
必
要
で
す

※

　　 納税義務者の合計所得金額　　　　　　　　　　　　　 　　【参考】　　

配偶者の合計所得金額
38万円以下

老人控除対象配偶者

配偶者の合計所得金額
38万円超 85万円以下

85万円超 90万円以下

90万円超 95万円以下

95万円超 100万円以下

100万円超 105万円以下

105万円超 110万円以下

110万円超 115万円以下

115万円超 120万円以下

120万円超 123万円以下

上段：市・県民税控除額、下段：所得税控除額
配偶者の合計所得金額が90万円超の場合は
市・県民税、所得税ともに控除額は同じ額

31万円

26万円

21万円

16万円

11万円

６万円

３万円

900万円以下 900万円超
950万円以下

950万円超
1,000万円以下

21万円

18万円

14万円

11万円

８万円

４万円

２万円

11万円

９万円

７万円

６万円

４万円

２万円

１万円

103万円以下

配偶者の収入が、
給与収入のみの場
合の給与収入額

配偶者の収入が、年金収入のみの
場合の年金収入額（上段：昭和29年
１月１日以前に生まれた人、下段：
昭和29年１月２日以降に生まれ
た人）

配
偶
者
控
除

配
偶
者
特
別
控
除

≪配偶者控除額及び配偶者特別控除額の一覧表≫

33万円
38万円
38万円
48万円
33万円
38万円
33万円
36万円

22万円
26万円
26万円
32万円
22万円
26万円
22万円
24万円

11万円
13万円
13万円
16万円
11万円
13万円
11万円
12万円

103万円超
150万円以下
150万円超
155万円以下
155万円超
160万円以下
160万円超

166万８千円未満
166万８千円以上
175万２千円未満
175万２千円以上
183万２千円未満
183万２千円以上
190万４千円未満
190万４千円以上
197万２千円未満
197万２千円以上
201万６千円未満

158万円超 205万円以下
108万円超 163万3,334円以下
205万円超 210万円以下

163万3,334円超 170万１円以下
210万円超 215万円以下

170万１円超 176万6,667円以下
215万円超 220万円以下

176万6,667円超 183万3,334円以下
220万円超 225万円以下

183万3,334円超 190万１円以下
225万円超 230万円以上

190万１円超 196万6,667円以下
230万円超 235万円以下

196万6,667円超 203万3,334円以下
235万円超 240万円以下

203万3,334円超 210万１円以下
240万円超 243万円以下
210万１円超 214万１円以下

158万円以下
108万円以下

平
成
31
年
度
「
市
・
県
民
税
」

申

告
相
談

◎
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
、
お
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
市
税
係 
☎
62
‐
１
１
１
６

　
月　

日
〜　

月
 
日

　
月　

日
〜　

月
 
日

申
告
日
程（
北
秋
田
市
）

２

５

３

15

　
「
平
成
31
年
度
市
・
県
民
税
申
告
」
は
、

平
成
30
年
中
の
収
入
や
控
除
に
つ
い
て

申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　
地
区
ご
と
に
申
告
日
が
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
日
程
表
を
確
認
の
う
え
、

指
定
の
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
方
が
未
申
告
の
場
合
、
各
種
届
出
や

申
請
に
必
要
な
証
明
書
の
交
付
が
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険

税
、介
護
保
険
料
の
算
定
や
国
民
年
金
・

福
祉
・
保
育
等
の
各
種
判
定
に
お
い
て

不
利
益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
告
が
必
要
な
方
は
必
ず
申
告
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
配
偶
者
控
除
及
び
配
偶
者
特
別
控
除
に

つ
い
て
、
納
税
義
務
者
の
合
計
所
得
金
額

が
９
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
、
所
得
に

応
じ
て
段
階
的
に
控
除
額
が
低
く
な
り
、

１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合
に
は
控
除

の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
配
偶
者
特
別
控
除
に
つ
い
て
、
対
象
と

な
る
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額
の
上
限
額

が
76
万
円
未
満
か
ら
１
２
３
万
円
以
下
に

拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
控
除
額
に
つ
い
て
は

下
記
の
一
覧
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
社
会
保
険
料
の
納
付
額
確
認
書

　
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
納
付
を
口
座
振

替
さ
れ
て
い
る
方
で
、
平
成
30
年
中
の
保

険
料
納
付
額
確
認
書
が
必
要
な
方
に
は
、

本
庁
及
び
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
無
料

交
付
し
て
い
ま
す
。

※
交
付
申
請
に
は
本
人
確
認
資
料
が
必
要

で
す
。

○
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

　
平
成
30
年
中
に
新
た
に
寝
た
き
り
等
の

状
態
に
な
り
、
か
つ
障
害
者
手
帳
等
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
方
を
障
害
者
控
除
に

適
用
す
る
場
合
は
、
医
師
の
診
断
に
よ
る

証
明
書
等
又
は
福
祉
課
地
域
障
が
い
福
祉

　
申
告
の
際
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
番
号
確
認
書
類
と
身
元
確
認
書

類
の
提
示
が
必
要
で
す
。

◎
番
号
確
認
書
類
※
い
ず
れ
か
１
つ

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
／
通
知
カ
ー
ド

／
住
民
票
の
写
し
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記

載
が
あ
る
も
の
）
な
ど

◎
身
元
確
認
書
類
※
い
ず
れ
か
１
つ

　
運
転
免
許
証
／
公
的
医
療
保
険
の
被
保

険
者
証
／
パ
ス
ポ
ー
ト
／
障
害
者
手
帳
／

在
留
カ
ー
ド
な
ど

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
提
示
さ
れ
る
場

合
は
、
身
元
確
認
書
類
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　
平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
北
秋
田
市

に
お
住
ま
い
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方

①
営
業
、
農
業
、
そ
の
他
の
事
業
や
不
動

産
業
を
営
ん
で
い
る
方

②
小
作
料
、
配
当
、
譲
渡
、
一
時
所
得
な

ど
が
あ
っ
た
方

③
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
方

▽
２
か
所
以
上
の
事
業
所
か
ら
給
与
を
受

け
た
方
で
年
末
調
整
を
行
っ
て
い
な
い
方

や
年
度
途
中
に
退
職
し
た
方

▽
医
療
費
控
除
、寄
附
金
控
除
、住
宅
ロ
ー

ン
控
除
な
ど
を
受
け
る
方

※
初
め
て
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
方
で
、

市
で
は
受
付
で
き
な
い
内
容
の
場
合
は
大
館

税
務
署
へ
ご
案
内
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
公
的
年
金
受
給
者
で
次
に
該
当
す
る
方

▽
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
控
除
、
医

療
費
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
を
受
け
よ
う

と
す
る
方

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
提

出
さ
れ
る
方

②
給
与
所
得
以
外
に
所
得
が
な
く
、
職
場

で
年
末
調
整
を
済
ま
せ
て
い
る
方

③
市
内
に
居
住
し
て
い
る
親
族
の
扶
養
親

族
と
な
っ
て
い
る
方

④
公
的
年
金
等
以
外
の
収
入
が
無
い
方
で
、

各
種
所
得
控
除
の
適
用
を
受
け
な
い
方

　
収
用
等
に
よ
る
譲
渡
所
得
が
あ
る
方
で

特
別
控
除
の
適
用
に
よ
り
譲
渡
所
得
が
生

じ
な
い
場
合
で
も
、
国
民
健
康
保
険
税
等

の
軽
減
判
定
や
扶
養
控
除
の
可
否
判
定
は

特
別
控
除
前
の
合
計
所
得
金
額
で
行
い
ま

す
の
で
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
30
年
中
に
所
得
が
無
か
っ

た
方
や
障
害
年
金
、
遺
族
年
金
な
ど
の
非

課
税
所
得
の
み
の
方
で
も
、
国
民
健
康
保

険
税
等
の
軽
減
判
定
や
所
得
証
明
書
な
ど

の
税
に
関
す
る
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

た
め
に
は
申
告
が
必
要
で
す
。

〇
詳
し
く
は
12
ペ
ー
ジ
の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

係
か
ら
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交

付
を
受
け
、
申
告
会
場
等
に
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
寝
た
き
り
等
の
状
態
…
常
に
就
床
を
要

し
、
複
雑
な
介
護
を
要
す
る
人

　
前
年
中
に
給
与
・
賞
与
等
の
支
払
い
を

し
た
事
業
所
は
、
１
月
31
日
ま
で
に
「
給

与
支
払
報
告
書
」
を
、
支
払
を
受
け
た
方

の
居
住
市
町
村
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
申
告
相
談
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
早
め

の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

　
申
告
相
談
期
間
（
土
日
を
除
く
）

　
　

２
月
18
日（
月
）〜
３
月
15
日（
金
）

　
　
《
相
談
受
付
時
間
》
９
時
〜
16
時

　
　
　
　
（
開
設
時
間　
９
時
〜
17
時
）

◎
農
業
所
得
収
支
計
算
説
明
会

　
農
業
所
得
の
申
告
を
さ
れ
る
方
を
対
象

に
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

【
北
秋
田
市
会
場
】

日
時　
1
月
18
日（
金
）

　
　
　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

　
お
問
い
合
わ
せ

　
大
館
税
務
署（
大
館
市
赤
館
町
２‐16
）

　
☎
０
１
８
６‐42‐
０
６
７
１
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申告相談日程表
　《各会場の開館（受付開始）時間》　午前８時（阿仁合地区・前田地区は８時 30分／大阿仁地区は９時）
　《申告相談時間》　午前９時～正午 及び 午後１時～終了まで（ただし、受付時間は午後３時まで）
　　　　　　　　　（阿仁合地区・前田地区は９時30分～／大阿仁地区は10時～）
　◆会場の変更について、昨年の「前山森林交流センター」から「今泉交流センター」に、「森吉コミュニティ
　センター」から「森吉庁舎」に変更になります。日程表を確認のうえ申告会場にお越しください。
◆午前中の受付は、混み具合によって人数制限をする場合があります。
◆各会場の駐車場は積雪状況により、十分な駐車スペースが確保できない場合があります。
◆指定対象地区の会場・日時の変更を希望される方は、前日までに電話連絡（☎62̶1116）をお願いします。

木

金

火
水
木
金

月

火
水
木
金
月
火
水
木
金

日

月

火

水

木

金

月
火
水
木
金

日 曜 鷹巣地区 申告会場 合川・森吉・阿仁地区 申告会場

七日市基幹
センター

綴子基幹
センター

沢口林業
センター

坊沢公民館

北秋田市
交流
センター

合川農村
環境改善
センター
（合川公民館）

四季美館
※９:30～

大阿仁
出張所
※10:00～

阿仁ふる
さと文化
センター
※９:30～

◆森吉庁舎
（２階）

火

水

木
金
火
水
木
金
月
火
水
木
金
月
火
水
木
金

月

火

水

木
金

日

月
火
水
木
金

本郷 根木屋敷 妹尾館 中畑 大畑 横渕
葛黒 与助岱 三ノ渡 黒森 松沢 
明利又 上舟木 下舟木 吉ヶ沢 
深沢 品類 岩脇 吉野
小森 四渡 坊山 湯ノ岱 中屋敷　
脇神 上野 藤株 小摩当 高村岱
上町 向黒沢 前野
下町 大堤 昭和
小田 田子ヶ沢 松原 糠沢 大畑
二本杉 岩谷
前山 今泉
黒沢 深関 相善町 羽立
大町 上町 街道町 新屋敷町
太田 摩当
あけぼの町 岩坂 大沢 李岱 田沢
掛泥 太田屋敷後 高野尻 高野尻団地
佐助岱 湯車 緑ヶ丘 蟹沢 南鷹巣
田中 胡桃館 南田中
住吉町 花園町

鷹巣地区で平日に申告できない方

西陣場岱 高森岱 石ノ巻岱 堂ヶ岱 
舟場 川口 小ヶ田
舟見町 新舟見町
米代町 元町 西屋敷 柳中 下家下 
東上綱
宮前町 旭町 松葉町 掛泥向
東横町 大町 幸町 内幸町 東中岱 
平成町
材木町 伊勢町

鷹巣地区で指定日に申告できなかっ
た方

2/5

６

７
８
12
13
14
15
18
19
20
21
22
25
26
27
28
3/1

４

５

６

７
８

10

11
12
13
14
15

比立内 新町 比立内下町 幸屋渡
打当 前山 中村 打当内 戸鳥内 栩木沢 小倉 
野尻 長畑 菅生 新中 幸屋 岩野目沢 鳥坂
荒瀬 荒瀬川 鍵ノ滝 萱草 伏影 根子 笑内
下新町 上新町 畑町 畑町東裏
新町 上岱 大町 横町 真木沢 湯口内
小様 小渕 吉田
李岱　東根田　西根田
福田 新田目 明田 八幡岱 美栄 林岱 羽根山 
三木田 鎌沢 雪田 杉山田
木戸石 増沢
羽立 芹沢 大内沢 三里 摩当
松ヶ丘 下杉
川井 道城
上杉 上杉団地 桃栄 金沢 金沢団地 弥栄
合川 梅栄 
桂瀬 上羽立 下羽立 惣内 桂坂 通り町
陣場岱 神成 五味堀 柏木岱 大岱
根森田 巻渕 堺田 細越 止 羽根川 新屋布 小又
下前田 鍛冶町 八幡森 前田駅前 工場地帯 
宮ノ下 新ノ又 平里
御嶽 本城御嶽 本城上 本城下 本城荒町 
本城町屋 長下 滝ノ沢 御狩屋 松栄
大杉 裏町 学校通り 根小屋 日栄 
鶴田 長野 米畑 中新田 大沢 
寄延 冷水岱 浦田 大渕 白坂 山崎 長野岱 高校通り
向本城 川向 駅前 新丁 本丁
合川・森吉・阿仁地区で平日に申告で
きない方
七曲 松山町 伊勢ノ森 新町 横町 大町 中道岱

合川・森吉・阿仁地区で指定日に申告
できなかった方

日 曜

◆今泉交流センター

2/7

８

12
13
14
15

18

19
20
21
22
25
26
27
28
3/1

３

４

５

６

７

８

11
12
13
14
15
☆日曜日は大変混み合うことが予想されます。できるだけ指定対象地区の指定日にご相談ください。

申告前に書類の確認を！

■申告相談を受けられる方は、次の書類をご持参ください。（□欄を使って確認してください）

■税務署から「確定申告のお知らせのはがき」または「申告書等用紙」が届いた方は、必ず持参してください。

●すべての方　　□印鑑　　□社会保険料、国民年金等掛金等の領収書又は証明書　　□身体障害者手帳
　□生命保険料支払証明書　　□地震保険料支払証明書　　□医療費の領収書（支払先ごとに集計）　
　□火災、雪害、盗難の損害があった時はその証明書（警察署、消防署から発行されるもの）又は領収書
　□マイナンバーの番号確認書類と身元確認書類　　□在学証明書（大学生のいる家庭）
　□預金口座番号のわかるもの（還付申告の場合）
●給与所得のある方　□給与・報酬等の源泉徴収票
　※申告をするときは、必ず源泉徴収票原本の提示
が必要です。２か所以上から給与・報酬等が支払
われている場合は、源泉徴収の有無に関わらず、
全ての源泉徴収票が必要です。

●年金所得のある方　□公的年金の源泉徴収票
　※申告をするときは、必ず源泉徴収票原本の提示
が必要です。２か所以上から公的年金を受給して
いる場合は、源泉徴収の有無に関わらず、全ての
源泉徴収票が必要です。

●農業所得のある方
　□収支内訳書、帳簿、農協等の出荷証明書
　□米政策に係る拠出金など雑収入の証明書
　□土地改良費、その他必要経費の領収書

●営業、不動産収入（小作料を含む）のある方
　□収支内訳書、帳簿
　□報酬・不動産の支払調書
　□必要経費の領収書

●利子、配当、一時所得のある方
　□支払調書等、支払額がわかるもの　　□経費がある場合は、その額がわかるもの
●譲渡所得のある方　　□譲渡した物件の売買契約書　　□譲渡費用（手数料、測量費）などの領収書
　□特別控除の特例を受ける場合は、その内容が確認できる書類

給与は１か所からのみで、
年末調整をしましたか？

○　申告確認チェックシート　○○　申告確認チェックシート　○

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す

申
告
は
不
要
と
思
わ
れ
ま
す

申
告
は
不
要
と
思
わ
れ
ま
す

平成31年１月１日現在で北秋田市
に住んでいましたか?

所得税の確定申告書を税務署に提
出(または電子申告)しますか？

平成30年１月から12月まで
の間に収入がありましたか？

市・県民税の申
告は不要です。

１月１日現在の住所地の市町村に
申告が必要な場合があります。

給与や公的年金以外にも、営
業・農業・不動産（小作料を含む）
などの収入がありますか？

北秋田市内に住んでいる親族に扶養
されていますか？

年金収入が　65歳以上（Ｓ29.1.1以前生まれ）で148万円以下
　　　　　　65歳未満（Ｓ29.1.2以降生まれ）で98万円以下　ですか？

収入は公的年金のみですか？

はい

いいえ

チェックシートにより申告が不要となった方でも、国民健康保険に
加入している場合は申告が必要です。（４月15日まで）※国民健康保険税の申告

医療費控除などの所得控除等を申告しますか？

いいえ
いいえ

スタート↓ココから始まりますスタート↓ココから始まります

いいえ

はい

はい

いいえ

はい

はい

いいえ はい
いいえ

いいえ

はい

はい

はい

いいえ
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私
の

新春特集2019

夢

亥年生まれの子どもたちに聞く亥年生まれの子どもたちに聞く

ぼ
く
の

花田 百合愛
平成19年６月生
綴子小５年

はなた

小
さ
な
命
の
た
め
に

小
さ
な
命
の
た
め
に ゆ り あ

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
獣
医
に
な
る
こ

と
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
た
く
さ
ん
の

動
物
の
病
気
や
け
が
を
治
し
、
動
物
と

飼
い
主
さ
ん
を
笑
顔
に
し
て
あ
げ
た
い

か
ら
で
す
。
私
の
家
は
、
犬
と
猫
と
亀

も
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
動
物
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る
と

大
変
な
こ
と
も
あ
る
け
ど
楽
し
い
こ
と

も
多
い
の
で
、
何
で
も
が
ん
ば
ろ
う
と

思
え
ま
す
。
獣
医
に
な
っ
て
ペ
ッ
ト
だ

け
で
は
な
く
、
捨
て
ら
れ
た
り
し
た
動

物
の
保
護
活
動
も
し
て
、
殺
処
分
ゼ
ロ

に
し
た
い
で
す
。
獣
医
に
な
る
た
め
に

は
、
勉
強
を
た
く
さ
ん
し
て
、
動
物
を

大
切
に
し
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
る
よ
う

な
優
し
い
人
を
目
指
し
て
が
ん
ば
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
ペ
ッ
ト
や
生
き
物

を
最
後
ま
で
大
切
に
育
て
て
、
殺
処
分

ゼ
ロ
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。
将
来
、

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
を
笑
顔
に
し
て
い

き
、
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
こ
れ
か

ら
も
で
き
る
こ
と
は
ち
ょ
う
せ
ん
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

高橋 翔平
平成19年４月生
合川小５年

たかはし

ぼ
く
の
夢

ぼ
く
の
夢

しょうへい

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
棋
士
に

な
る
こ
と
で
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

将
棋
が
楽
し
い
し
、
好
き
だ
か
ら
で
す
。

一
度
負
け
た
相
手
で
も
、
そ
の
人
の
や

り
方
は
ど
う
い
う
も
の
で
、
ど
う
い
う

ふ
う
に
攻
め
る
と
勝
つ
こ
と
が
で
き
る

か
し
っ
か
り
考
え
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

次
に
対
戦
す
る
と
き
は
、
勝
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
大
会
で
は
、
同
じ

相
手
と
２
回
以
上
対
戦
す
る
こ
と
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
将
棋
を
う
ち
な
が

ら
、
戦
い
方
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
難
し
い
で
す
。
２
、
３
年
生
の

と
き
と
比
べ
て
、
だ
い
ぶ
上
達
し
て
き

た
と
自
分
で
も
思
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
藤
井
棋
士
が
活
躍
し
て
い
る
の

を
テ
レ
ビ
で
見
ま
し
た
。
藤
井
棋
士
は

強
い
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
出
場

し
て
、
多
く
の
人
と
将
棋
を
う
ち
た
い

で
す
。
そ
し
て
い
つ
か
藤
井
棋
士
と

戦
っ
て
み
た
い
で
す
。
難
し
い
夢
で
す

が
、
か
な
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

努
力
し
続
け
た
い
で
す
。

成田 和磨
平成19年10月生
米内沢小５年

なりた

あ
こ
が
れ
の
プ
ロ
野
球
選
手
に

あ
こ
が
れ
の
プ
ロ
野
球
選
手
に

かずま

　
ぼ
く
の
夢
は
プ
ロ
野
球
選
手
に
な
る

こ
と
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
テ
レ
ビ
で

野
球
中
け
い
を
見
て
い
る
時
で
し
た
。

フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
や
ホ
ー
ム
ラ
ン
を

打
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
ぼ
く
も
あ
の

選
手
た
ち
の
よ
う
に
活
や
く
し
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
初
め
て

ヒ
ッ
ト
を
打
っ
た
と
き
に
、
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
り
た
い
と
い
う
思
い
が
と
て

も
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
今
は
キ
ャ
プ
テ
ン
を
任
さ
れ
て
い
ま

す
。
み
ん
な
を
ま
と
め
て
い
け
る
よ
う

に
今
年
も
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

プ
レ
ー
で
み
ん
な
を
引
っ
張
っ
て
い
け

る
よ
う
に
、
家
で
も
す
ぶ
り
を
し
た
り
、

う
で
立
て
ふ
せ
を
し
た
り
し
ま
す
。
ま

た
、
チ
ー
ム
を
ま
と
め
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
授
業
で
の
発
表
を
が

ん
ば
り
、
発
言
力
を
つ
け
ま
す
。
そ
し

て
、
あ
こ
が
れ
て
い
る
大
谷
翔
平
選
手

の
よ
う
に
打
げ
き
も
守
備
も
で
き
る
選

手
に
な
り
た
い
で
す
。
今
年
の
一
番
の

目
標
は
全
県
優
勝
す
る
こ
と
で
す
。

花田 ゆりか
平成19年７月生
鷹巣小５年

はなた

夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
た
い

夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
た
い

　
私
の
夢
は
、
２
つ
あ
り
ま
す
。
医
者

と
美
容
師
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
医
者
が
必
死
に
人

の
命
を
助
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ば
ら

し
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
医
者
に
な

る
に
は
、
何
よ
り
も
大
切
な
命
に
関
わ

る
の
で
、
た
く
さ
ん
の
知
識
が
必
要
で

す
。
私
も
、
命
を
助
け
ら
れ
る
医
者
に

な
る
た
め
に
、
が
ん
ば
っ
て
勉
強
を
し

た
い
で
す
。

　
美
容
師
に
も
あ
こ
が
れ
ま
す
。
私
が

髪
を
切
り
に
行
っ
た
と
き
に
、
す
ば
や

く
き
れ
い
に
切
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
す
。

私
も
、
誰
か
の
た
め
に
き
れ
い
に
し
て

あ
げ
ら
れ
る
美
容
師
に
な
り
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

　

２
つ
の
夢
は
、
ど
ち
ら
も
人
と
関
わ

る
仕
事
で
す
。
今
私
が
で
き
る
こ
と
は
、

困
っ
て
い
る
人
に
声
を
か
け
た
り
、
誰

に
で
も
優
し
く
接
し
た
り
す
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
、

た
く
さ
ん
の
知
識
を
も
ち
夢
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

薮田 康正
平成19年９月生
大阿仁小５年

やぶた

い
い
建
築
士
に
な
る
た
め
に

い
い
建
築
士
に
な
る
た
め
に

こうせい

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
建
築
士
に
な

る
こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
、
テ
レ
ビ
番
組

を
見
て
、
ど
ん
な
に
立
地
条
件
が
悪
く

て
も
工
夫
し
て
、
と
て
も
き
れ
い
で
住

み
や
す
い
家
に
し
て
い
る
の
が
す
ご
い

技
術
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
が
建
築
士
と
し
て
造
り
た
い
家

は
、
家
を
買
う
人
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

家
で
す
。
ま
た
、
自
分
が
造
っ
た
家
に

住
ん
で
も
ら
う
と
誇
ら
し
い
で
す
。
お

客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
家
を
造

る
の
は
、
大
変
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
夢
に
向
か
っ
て
一
生
懸
命
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。

　
ぼ
く
が
将
来
立
派
な
建
築
士
に
な
る

た
め
に
不
安
な
こ
と
は
、
優
柔
不
断
な

性
格
で
す
。
で
も
考
え
る
と
こ
ろ
は

し
っ
か
り
と
考
え
て
、
決
め
る
と
こ
ろ

は
し
っ
か
り
と
決
め
る
こ
と
が
で
き
る

建
築
士
に
な
り
た
い
で
す
。

　
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
応
援
さ
れ

て
い
る
の
で
、
夢
に
向
か
っ
て
が
ん
ば

り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

佐藤 天海
平成19年４月生
鷹巣中央小５年

さとう

や
さ
し
い
看
護
師

や
さ
し
い
看
護
師

そ ら

　
私
の
将
来
の
夢
は
看
護
師
に
な
る
こ

と
で
す
。
な
り
た
い
と
思
っ
た
理
由
は

２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
、
お
母
さ

ん
が
看
護
師
を
や
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

２
つ
目
は
、
私
は
小
さ
い
頃
病
気
が
ち

で
病
院
に
通
っ
た
と
き
に
看
護
師
さ
ん

が
点
滴
や
注
射
を
す
る
と
き
な
ど
や
さ

し
く
「
大
丈
夫
だ
よ
」「
痛
く
な
い
、

痛
く
な
い
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、

ず
っ
と
よ
り
そ
っ
て
く
れ
た
り
し
た
か

ら
で
す
。
私
は
こ
の
看
護
師
さ
ん
を
見

て
安
心
し
た
り
、
い
い
気
持
ち
に
な
っ

た
り
し
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
「
看
護

師
は
人
の
命
を
助
け
た
り
、
痛
み
を
良

く
し
た
り
す
る
大
変
だ
け
ど
大
切
な
仕

事
だ
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
私
は

大
変
だ
け
ど
大
切
と
い
う
言
葉
が
心
に

残
り
ま
し
た
。
私
は
こ
の
よ
う
な
看
護

師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
看
護

師
に
な
る
た
め
に
毎
日
の
勉
強
を
が
ん

ば
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
た
く
さ
ん

の
か
ん
者
さ
ん
を
救
え
る
や
さ
し
い
看

護
師
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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九嶋 杏凜
平成19年６月生
米内沢小５年

くしま

看
護
師
に
な
り
た
い

看
護
師
に
な
り
た
い あんり

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
看
護
師
に
な
る

こ
と
で
す
。
私
の
お
母
さ
ん
は
病
院
で

働
い
て
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
の
毎
日
の

が
ん
ば
り
を
見
て
い
る
と
「
か
っ
こ
い

い
な
」
と
思
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
は
い

つ
も
に
こ
っ
と
笑
顔
で
苦
し
ん
で
い
る

人
を
助
け
て
い
ま
す
。
私
が
か
ぜ
を
ひ

い
た
時
に
は
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」
と

や
さ
し
く
声
を
か
け
て
く
れ
る
の
で
、

そ
の
お
か
げ
で
元
気
に
な
り
ま
す
。
そ

の
姿
に
あ
こ
が
れ
「
私
も
人
を
助
け
る

仕
事
を
し
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
看
護
師
に
な
る
た
め
に
は
、
た
く
さ

ん
勉
強
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
６
年

生
に
な
る
と
勉
強
が
む
ず
か
し
く
な
り

ま
す
。
今
以
上
に
た
く
さ
ん
復
習
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
高
学
年

と
し
て
下
の
学
年
の
お
手
本
と
な
る
よ

う
に
行
動
し
、
お
母
さ
ん
の
よ
う
に
大

変
な
こ
と
や
辛
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

い
つ
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
な
一
年

に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

畠山 知香人
平成19年５月生
鷹巣中央小５年

はたけやま

夢
を
か
な
え
る
た
め
に

夢
を
か
な
え
る
た
め
に

ちかと

　
ぼ
く
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
で
す
。

小
学
３
年
生
の
時
に
、
父
に
す
す
め
ら

れ
て
野
球
部
に
入
り
ま
し
た
。
は
じ
め

は
ル
ー
ル
も
何
も
か
も
全
然
知
ら
な

か
っ
た
け
ど
、
と
り
あ
え
ず
や
っ
て
み

よ
う
と
入
り
ま
し
た
。
で
も
、
や
っ
て

い
く
う
ち
に
ボ
ー
ル
を
打
つ
こ
と
の
お

も
し
ろ
さ
に
出
合
い
ま
し
た
。

　
今
、
ぼ
く
は
夢
に
向
か
っ
て
、
自
主

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
家
で

か
べ
当
て
を
し
た
り
、
す
ぶ
り
を
し
た

り
、
た
ま
に
友
達
と
野
球
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
ス
ポ
少
で
は
、
学
校
の
階

だ
ん
50
周
と
い
う
か
こ
く
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
あ
り
、
つ
ら
い
時
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
ん
な
時
は
、
あ
き
ら
め
な
い
気

持
ち
を
も
っ
て
、
最
後
ま
で
や
り
ぬ
き

ま
す
。

　
将
来
は
、
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
根
尾

昴
選
手
の
よ
う
な
走
攻
守
の
三
拍
子
そ

ろ
っ
た
選
手
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
応
え
ん
し
て
く
れ
る
人
た
ち
を
笑

顔
に
し
た
い
で
す
。

千葉 羽舞華
平成19年６月生
鷹巣南小５年

ち ば

笑
顔
に
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

笑
顔
に
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

う ぶ か

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に

な
る
こ
と
で
す
。
な
り
た
い
と
思
っ
た

理
由
は
、
親
や
友
達
に
「
手
が
器
用
だ

ね
」「
絵
が
う
ま
い
ね
」
と
言
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

　
友
達
の
前
で
絵
を
か
い
た
り
、
何
か

物
を
作
っ
た
り
し
た
時
に
「
う
ま
い
」

「
上
手
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
う
と
、

心
か
ら
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
う

ち
に
私
は
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
洋

服
や
ケ
ー
キ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
た

い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
い

ろ
い
ろ
な
勉
強
を
し
た
り
、
経
験
を
積

ん
だ
り
し
て
、
り
っ
ぱ
な
デ
ザ
イ
ナ
ー

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
ん
な
に
気
に
入
っ
て
も
ら
え
る
デ

ザ
イ
ン
を
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し

ま
す
。
そ
し
て
、
私
の
考
え
た
デ
ザ
イ

ン
の
商
品
を
買
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
商

品
で
買
っ
た
人
を
笑
顔
に
し
た
い
で
す
。

そ
の
笑
顔
を
宝
物
に
し
て
働
い
て
い
き

た
い
で
す
。

小林 さくら
平成19年10月生
合川小５年

こばやし

わ
た
し
の
夢

わ
た
し
の
夢

　
わ
た
し
の
将
来
の
夢
は
、
理
学
療
法

士
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
は
股
関
節
を

け
が
し
て
し
ま
い
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
の
大
事
な
大
会
に
出
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
も
リ
ハ
ビ
リ
に
通

い
治
療
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
科
に

入
る
と
、
温
か
く
て
安
心
し
ま
す
。
ど

の
先
生
も
必
ず
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ
、

声
を
か
け
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い
で

す
。
周
り
を
見
る
と
、
話
を
し
な
が
ら

足
を
マ
ッ
サ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
人
、
リ

ハ
ビ
リ
の
先
生
に
つ
い
て
も
ら
い
な
が

ら
歩
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
人
な

ど
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
痛
い
こ
と
も
多

い
は
ず
な
の
に
、
み
ん
な
笑
顔
で
笑
い

声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
わ
た
し
を
担

当
し
て
く
れ
る
先
生
も
い
つ
も
笑
顔
で

わ
た
し
が
よ
く
な
る
よ
う
に
考
え
て
く

れ
ま
す
。
わ
た
し
は
こ
の
仕
事
に
魅
力

を
感
じ
ま
し
た
。
夢
を
実
現
す
る
た
め

に
こ
れ
か
ら
も
勉
強
を
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
一
歩
一
歩
夢
に
近
づ
け

る
よ
う
に
努
力
を
続
け
ま
す
。

織田 恒星
平成19年９月生
前田小５年

お だ

人
を
笑
顔
に
す
る
仕
事

人
を
笑
顔
に
す
る
仕
事

こうせい

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
料
理
を
作
る

仕
事
に
つ
く
こ
と
で
す
。
き
っ
か
け
は
、

お
父
さ
ん
と
一
緒
に
夜
ご
飯
を
作
っ
た

と
き
に
、
家
族
の
み
ん
な
が
「
お
い
し

い
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
笑
顔
に
な
っ

た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
か
ら
で
す
。

そ
れ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を
作
り

た
い
と
思
っ
て
、
お
父
さ
ん
に
教
え
て

も
ら
っ
て
作
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

サ
ラ
ダ
や
ス
ー
プ
を
作
り
ま
し
た
。
料

理
を
作
っ
て
い
る
と
、
作
る
こ
と
が
ど

ん
ど
ん
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

民
宿
を
し
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

作
っ
た
料
理
を
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
る
お
客
さ
ん
の
姿
も
見
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ぼ
く
は
将
来
、
自
分
の
お

店
を
開
き
、
お
客
さ
ん
が
び
っ
く
り
す

る
よ
う
な
お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
、

み
ん
な
を
笑
顔
に
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
今
か
ら
お
父
さ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
料
理
の
基
本
を

教
え
て
も
ら
っ
て
、
作
れ
る
料
理
を
増

や
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

浅野 佑太
平成19年４月生
鷹巣小５年

あさの

命
を
助
け
る
消
防
士
に

命
を
助
け
る
消
防
士
に

ゆうた

　
僕
の
将
来
の
夢
は
、
消
防
士
に
な
る

こ
と
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
東
日
本
大

し
ん
災
で
人
命
救
助
を
し
て
い
る
消
防

士
の
方
々
の
姿
を
見
て
感
動
し
、
僕
も

人
を
助
け
た
い
、
命
を
守
る
仕
事
が
し

た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　
去
年
４
年
生
の
授
業
で
、
消
防
署
を

訪
問
し
、
仕
事
の
説
明
を
聞
い
た
り
、

訓
練
の
様
子
を
見
学
し
た
り
し
ま
し
た
。

24
時
間
、
僕
た
ち
の
命
と
安
全
な
暮
ら

し
を
守
っ
て
く
れ
る
大
切
な
仕
事
だ
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

　
消
防
士
に
な
る
た
め
に
は
、
体
力
、

学
力
、
強
く
て
優
し
い
気
持
ち
が
大
切

で
す
。
高
い
所
を
ロ
ー
プ
で
つ
な
渡
り

す
る
な
ど
の
訓
練
の
様
子
を
見
て
、
体

力
だ
け
で
な
く
、
気
持
ち
も
強
く
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
、
勉
強
と
部
活
の
野
球
で
心
と

体
を
鍛
え
て
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
火

事
や
災
害
で
、
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。
消
防
士
に
な
っ
て
、

一
人
で
も
多
く
の
命
を
助
け
た
い
で
す
。

栗谷 天花
平成19年10月生
阿仁合小５年

くりや

私
の
年
が
や
っ
て
き
た

私
の
年
が
や
っ
て
き
た

てんか

　
ま
ち
に
ま
っ
た
い
の
し
し
年
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
４
月
か
ら
は
、
学
校
の

リ
ー
ダ
ー
６
年
生
に
な
り
ま
す
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
中
学
校
の
国
語

の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。
私
は
、
物

語
を
読
む
時
、
想
像
を
広
げ
主
人
公
に

な
り
き
っ
て
読
む
の
が
大
好
き
で
す
。

ま
た
、
私
は
１
年
生
の
時
か
ら
習
字
を

習
っ
て
い
て
、
字
が
て
い
ね
い
に
書
け

る
よ
う
に
な
っ
た
し
、
集
中
力
も
つ
き

ま
し
た
。
習
字
の
楽
し
さ
を
み
ん
な
に

教
え
て
あ
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
夢
を

か
な
え
る
た
め
に
、
今
年
が
ん
ば
り
た

い
こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
一

番
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、
自
分
が
お

手
本
に
な
っ
て
全
校
の
み
ん
な
を
引
っ

張
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
指
示
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
率
先
し
て
動

け
ば
、
そ
れ
を
見
て
他
の
学
年
も
が
ん

ば
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
周
り
を

よ
く
見
て
行
動
で
き
る
６
年
生
に
な
り

た
い
で
す
。
い
の
し
し
年
が
す
て
き
な

一
年
に
な
る
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

本城谷 海優
平成19年４月生
鷹巣東小５年

ほんじょうや

目
指
せ
！
獣
医

目
指
せ
！
獣
医

み う

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
獣
医
に
な
る
こ

と
で
す
。

　
私
は
、
犬
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
名
前

は
「
ラ
ラ
」。

　
ラ
ラ
の
元
気
が
な
く
、
い
つ
も
と
違

う
様
子
の
日
が
あ
り
ま
し
た
。
ど
う
し

た
ん
だ
ろ
う
と
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。

獣
医
に
な
れ
ば
、
ラ
ラ
の
気
持
ち
や
体

調
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え

ま
し
た
。

　
ラ
ラ
を
連
れ
て
動
物
病
院
へ
行
く
と

た
く
さ
ん
の
動
物
が
い
ま
す
。
ラ
ラ
の

よ
う
に
大
き
な
犬
、
小
さ
な
ハ
ム
ス

タ
ー
、
び
く
び
く
お
び
え
て
い
る
猫
。

犬
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
動
物
の
こ
と

も
動
物
の
立
場
に
な
っ
て
助
け
て
あ
げ

ら
れ
る
獣
医
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
動

物
達
も
人
間
と
一
緒
に
仲
良
く
快
適
に

過
ご
し
て
い
け
る
よ
う
、
そ
し
て
、
飼

い
主
さ
ん
も
家
族
の
一
員
で
あ
る
動
物

の
病
気
が
治
っ
て
笑
顔
に
な
れ
る
よ
う

手
助
け
し
て
い
き
た
い
で
す
。
夢
に
一

歩
ず
つ
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

ぼくの 夢 私の 夢
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▽
子
育
て
の
不
安
に
つ
い
て
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
相
談
で
き
る
の
が

あ
り
が
た
い
。
子
育
て
を
し
て
い
る
方
が

集
ま
り
、
同
じ
悩
み
を
共
有
し
た
り
、
交

流
し
た
り
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
場
所
が
あ

り
助
か
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育

て
に
携
わ
る
方
々
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
支
援
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

▽
行
き
た
い
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
っ
て
い
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
得
る
の
に
苦
労

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
一
覧
に
し
、
一

目
で
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
か
、
分

か
る
仕
組
み
が
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
道
の

駅
や
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
出
か
け
る
よ
う

な
場
所
に
あ
る
と
お
母
さ
ん
た
ち
は
手
に

取
り
や
す
い
。

　
と
て
も
い
い
考
え
で
あ
る
た
め
、
実
現

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
イ
ベ
ン
ト
が
重

な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
活
用
し
て
も

ら
え
る
情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て
も
今

後
検
討
し
て
い
く
。

▽
子
ど
も
が
遊
ぶ
場
と
し
て
、
北
欧
の
杜

公
園
や
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド
、
室
内
で
は

今回のテーマ

子育て支援

　
「
市
長
と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
」
は
、
市
民
に
市
政
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
市
民
と
市
長

が
直
接
対
話
す
る
こ
と
を
重
視
し
た
意
見

交
換
会
で
す
。
今
回
は
「
子
育
て
支
援
」

を
テ
ー
マ
に
、
本
市
が
取
り
組
ん
で
い
る

子
育
て
施
策
に
対
し
意
見
や
提
言
な
ど
を

聴
き
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
津
谷
市
長
は
「
今
回

の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
テ
ー
マ
を
し

ぼ
り
、
子
育
て
支
援
に
関
し
て
皆
さ
ん
と

意
見
を
交
わ
し
た
い
。
子
育
て
に
携
わ
る

皆
さ
ん
に
は
、
市
が
進
め
て
い
る
子
育
て

施
策
の
中
で
、
こ
の
点
は
い
い
な
と
か
、

も
っ
と
こ
う
し
て
ほ
し
い
な
ど
様
々
な
意

見
を
い
た
だ
き
、
市
の
施
策
に
反
映
さ
せ

て
い
き
た
い
。
市
が
行
っ
て
い
る
支
援
に

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
政
課
題
な
ど
に
つ
い
て
市
民
と
語
り
合
う
「
市
長

と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
、
11
月
24
日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
子
育
て
に
携
わ
る
市
民
18
人
が
、

グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
市
長
と
意
見
を
交
わ
し

ま
し
た
。 市

長
と
語
ろ
う
！

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

市
長
と
語
ろ
う
！

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

関
し
て
独
り
よ
が
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

実
際
に
利
用
さ
れ
る
方
々
の
意
見
を
参
考

に
し
た
い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
市
職
員
が
子
育
て
支
援
に
係

る
取
り
組
み
を
説
明
し
た
あ
と
、
参
加
者

は
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
市
の
子
育
て

施
策
の
よ
い
と
こ
ろ
や
よ
く
な
い
と
こ
ろ
、

改
善
策
な
ど
を
ふ
せ
ん
紙
に
書
き
出
し
て

模
造
紙
に
ま
と
め
、
意
見
を
発
表
し
ま
し

た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
の
発
表
で
は
、よ
い
と
こ

ろ
と
し
て「
マ
ル
福
制
度
や
予
防
接
種
、

妊
婦
健
診
な
ど
の
助
成
は
全
国
に
誇
れ

る
」「
室
内
の
遊
び
場
と
し
て
、ね
ま
ー
る

広
場
や
わ
ん
ぱ
ぁ
く
が
利
用
で
き
る
の
は

助
か
る
」「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
、

定
期
券
助
成
は
よ
い
と
思
う
」「
専
門
の
職

員
に
子
育
て
相
談
が
で
き
る
場
が
あ
る
の

は
安
心
す
る
」な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
改
善
す
る
べ
き
と
こ
ろ
と
し
て

「
市
の
子
育
て
施
策
・
イ
ベ
ン
ト
が
知
ら

れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
情
報
を
発
信
し
、

周
知
し
て
ほ
し
い
」「
わ
ん
ぱ
ぁ
く
を
予

約
し
た
く
て
も
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
多
く
、

急
用
で
子
ど
も
を
預
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
に
困
る
」「
産
科
や
小
児
科
が
少

な
い
」「
子
育
て
ク
ー
ポ
ン
券
助
成
を
第

一
子
か
ら
支
給
し
て
ほ
し
い
」「
児
童
館

と
児
童
ク
ラ
ブ
の
違
い
が
よ
く
分
か
ら
な

い
」
な
ど
と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
発
表
さ
れ
た
意
見
を
基
に
、

市
長
と
参
加
者
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

通
じ
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ね
ま
ー
る
広
場
な
ど
気
軽
に
遊
び
に
行
け

る
場
所
が
あ
っ
て
あ
り
が
た
い
。

　
市
内
に
は
自
然
型
の
施
設
は
た
く
さ
ん

あ
る
。
冬
に
屋
内
で
体
を
動
か
す
場
所
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
、
管
理
の

問
題
な
ど
も
出
て
く
る
た
め
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

▽
父
親
が
育
児
休
暇
を
取
得
で
き
る
こ
と

で
、
母
親
や
子
ど
も
も
助
か
る
部
分
が
で

て
く
る
。
父
親
へ
の
支
援
も
し
て
ほ
し
い
。

　
市
が
率
先
し
て
育
児
休
暇
を
取
得
で
き

る
環
境
作
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

▽
わ
ん
ぱ
ぁ
く
の
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が
多

く
、
急
用
で
子
ど
も
を
預
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
き
に
困
っ
て
い
る
。
父
親
が
仕

事
で
い
な
い
場
合
や
近
く
に
預
け
ら
れ
る

親
族
が
い
な
い
方
た
ち
は
苦
労
し
て
い
る

の
で
は
。

　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
や
、
怪
我
や
事

故
な
ど
、
何
か
あ
っ
た
と
き
の
こ
と
を
考

え
る
と
よ
そ
の
人
に
預
け
る
の
は
難
し
い
。

皆
さ
ん
に
わ
ん
ぱ
ぁ
く
を
う
ま
く
利
用
し

て
も
ら
え
る
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

▽
不
妊
治
療
や
死
産
な
ど
で
悩
み
、
不
安

の
中
で
過
ご
し
て
い
る
方
た
ち
が
交
流
し

た
り
、
自
分
の
想
い
を
外
に
発
信
し
て
い

け
る
よ
う
な
仕
組
み
が
ほ
し
い
。

　
妊
婦
さ
ん
や
妊
娠
す
る
前
の
方
な
ど
が
、

ど
こ
に
相
談
し
た
ら
よ
い
か
、
ど
う
い
う

集
ま
り
が
あ
る
か
な
ど
の
情
報
発
信
を
し

て
い
か
な
い
と
い
け
な
い
。

▽
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
地
域
の
イ
ベ

ン
ト
情
報
を
も
っ
と
載
せ
て
ほ
し
い
。
ま

た
、
市
の
子
育
て
支
援
情
報
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
の
内
容
を
見
る
と
、
お
知
ら
せ
の

チ
ラ
シ
を
添
付
し
て
い
る
だ
け
に
な
っ
て

い
る
。
受
け
取
る
側
が
理
解
で
き
る
よ
う

に
、
内
容
を
分
か
り
や
す
く
発
信
し
て
ほ

し
い
。

　
情
報
を
初
め
て
知
る
方
も
い
て
、
チ
ラ

シ
だ
け
で
は
理
解
で
き
な
い
場
合
も
あ
る

と
思
う
。
チ
ラ
シ
の
ほ
か
に
説
明
を
加
え

て
掲
載
し
た
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
。

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
だ
け
の
話
で
は
な
く
情

報
発
信
全
般
に
言
え
る
こ
と
な
の
で
、
今

後
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

▽
市
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
お
む
つ
を
換
え
る

場
所
や
授
乳
す
る
場
所
、
子
ど
も
に
お
や

つ
や
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
場

所
が
あ
る
の
か
な
ど
、
細
か
い
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
る
と
、
も
っ
と
安
心
し
て

出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
子
育
て
に
優
し
い
市
を
目
指
す
う
え
で
、

こ
れ
か
ら
の
公
的
な
施
設
は
お
む
つ
を
換

え
る
場
所
や
授
乳
す
る
場
所
な
ど
が
必
要

に
な
っ
て
い
く
た
め
、
参
考
に
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

▲津谷市長と意見を交わしたタウンミーティング

▲子育て支援について話し合う参加者

▲各グループの発表で意見の共有

▲意見を発表する参加者

▲参加者と意見交換する津谷市長

市
長
と
活
発
な
意
見
交
換

市
長
と
活
発
な
意
見
交
換

　
参
加
者
か
ら
出
さ
れ
た
主
な
質
問
や
意

見
と
そ
の
回
答
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
▽…

参
加
者　
黒
字…

市
長

▽
子
育
て
の
不
安
に
つ
い
て
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
相
談
で
き
る
の
が

あ
り
が
た
い
。
子
育
て
を
し
て
い
る
方
が

集
ま
り
、
同
じ
悩
み
を
共
有
し
た
り
、
交

流
し
た
り
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
場
所
が
あ

り
助
か
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育

て
に
携
わ
る
方
々
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
定
期
的
に
開
催
し
、
支
援
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
。

▽
行
き
た
い
イ
ベ
ン
ト
が
重
な
っ
て
い
た

り
、
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
得
る
の
に
苦
労

し
た
。
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
一
覧
に
し
、
一

目
で
ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
の
か
、
分

か
る
仕
組
み
が
ほ
し
い
。
例
え
ば
、
道
の

駅
や
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
出
か
け
る
よ
う

な
場
所
に
あ
る
と
お
母
さ
ん
た
ち
は
手
に

取
り
や
す
い
。

　
と
て
も
い
い
考
え
で
あ
る
た
め
、
実
現

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
イ
ベ
ン
ト
が
重

な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
活
用
し
て
も

ら
え
る
情
報
発
信
の
方
法
に
つ
い
て
も
今

後
検
討
し
て
い
く
。

▽
子
ど
も
が
遊
ぶ
場
と
し
て
、
北
欧
の
杜

公
園
や
ド
リ
ー
ム
ワ
ー
ル
ド
、
室
内
で
は
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▲さらなる交流の輪を広げていくことを誓った国
立市・北秋田市友好交流都市協定締結式

12
月
定
例
議
会

行
政
報
告
(1)

　
総
務
部
関
係

■
総
務
課

　
平
成
30
年
度
職
員
採
用
試
験
は
、
大
学

卒
業
程
度
一
般
行
政
２
人
、
高
校
卒
業
程

度
一
般
行
政
４
人
、
土
木
技
師
１
人
を
合

格
者
と
し
て
告
示
し
ま
し
た
。

　
10
月
６
日
か
ら
７
日
に
か
け
て
秋
田
県

沖
を
通
過
し
た
台
風
25
号
に
伴
う
暴
風
に

よ
り
、
市
内
で
は
市
道
等
へ
の
倒
木
の
被

害
が
５
件
発
生
し
ま
し
た
が
、
同
日
中
に

復
旧
し
て
い
ま
す
。

　
東
北
地
方
の
災
害
対
処
能
力
向
上
を
目

的
と
し
た
「
み
ち
の
く
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
２
０

１
８
」
が
11
月
11
日
に
開
催
さ
れ
、
本
市

で
は
大
館
能
代
空
港
に
お
け
る
物
資
輸
送

拠
点
機
能
の
検
証
訓
練
が
、自
衛
隊
空
路
・

陸
路
輸
送
班
、
東
北
方
面
総
監
部
、
警
察
、

空
港
、
市
関
係
者
等
80
人
を
超
え
る
参
加
、

参
観
者
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
事
業
所
を
除
く
８
１

８
１
世
帯
か
ら
の
配
布
申
し
込
み
が
あ
り
、

昨
年
度
の
先
行
配
布
と
併
せ
８
８
０
１
世

帯
、
普
及
率
は
69
・
７
％
と
な
る
見
込
み

で
す
。

■
総
合
政
策
課

　
秋
田
流
教
育
・
子
育
て
体
験
ツ
ア
ー
を

10
月
６
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
市
内
各

所
を
会
場
に
実
施
し
、
地
方
移
住
を
検
討

し
て
い
る
首
都
圏
の
親
子
３
組
７
人
が
参

加
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
教
育
環
境
や

自
然
に
触
れ
た
ほ
か
、
先
輩
移
住
者
と
の

交
流
を
通
じ
て
北
秋
田
暮
ら
し
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

　
第
31
回
東
京
鷹
巣
会
総
会
・
懇
親
会
が

10
月
14
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
、
約
１

７
０
人
が
参
加
の
も
と
多
彩
な
催
し
の
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
や
思
い
出
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
故
郷
談
義
で
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
平
成
30
年
12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
11
日
に
開
会
し
、
21
日
ま
で
の
会

期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
議
会
初
日
に
は
、
行
政
報
告
、
上
程
さ
れ
た
各
議

案
の
大
綱
質
疑
、
ま
た
、
13
日
と
14
日
に
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

17
日
か
ら
は
、
各
常
任
委
員
会
で
付
託
さ
れ
た
議
案
を
審
査
し
、
21
日
の

最
終
日
に
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
12
月
定
例
議
会
の
行
政
報
告
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
国
立
市
・
北
秋
田
市
友
好
交
流
都
市
協

定
締
結
式
を
、
10
月
18
日
に
北
欧
の
杜
公

園
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
で
行
い
ま
し
た
。
今

後
は
両
市
間
に
お
け
る
文
化
、
教
育
、経

済
、
観
光
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い
て
交

流
を
発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

　
俳
優
高
橋
克
典
さ
ん
の
「
北
秋
田
市
ふ

る
さ
と
大
使
就
任
式
」
を
10
月
28
日
に
鷹

巣
体
育
館
で
開
催
し
、
委
嘱
状
の
交
付
に

続
き
、
高
橋
さ
ん
と
市
長
、
シ
ョ
ー
ン
・

コ
リ
ガ
ン
さ
ん
の
３
人
に
よ
る
「
大
使
就

任
記
念
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
を
行
い
、
来
場

し
た
多
く
の
市
民
等
と
ふ
れ
あ
い
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
市
の
子
育
て
施
策
を
テ
ー
マ
に
「
市
長

と
語
ろ
う
！
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を

11
月
24
日
に
開
催
し
、
子
育
て
世
代
の
皆

さ
ん
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
を
踏
ま
え
、

市
に
対
し
多
く
の
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
内
陸
線
再
生
支
援
室

　
第
20
回
あ
き
た
南
北
ジ
ュ
ニ
ア
強
化

サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
が
、
９
月
30
日
に
鷹

巣
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
県
南
北
の
９

チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
秋
田
内
陸
線
阿
仁
の
ご
っ
つ
お
ま
つ
り

が
、
10
月
20
日
に
阿
仁
庁
舎
前
駐
車
場
を

会
場
に
開
催
さ
れ
、
内
陸
線
沿
線
の
名
物

や
旬
の
食
が
「
ご
っ
つ
お
屋
台
」
と
し
て

出
店
し
た
ほ
か
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
や

踊
り
、
ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
９
組
の
催

し
が
披
露
さ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
訪
れ
た

１
５
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
で
大
い
に

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
財
務
部
関
係

■
財
政
課

　
平
成
30
年
８
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
の
工
事
等
発
注
状
況
（
５
０
０
万
円
以

上
）
は
42
件
、
契
約
額
は
７
億
８
５
１
万

円
で
す
。

　
市
役
所
本
庁
舎
１
階
フ
ロ
ア
の
窓
口
カ

ウ
ン
タ
ー
を
更
新
し
ま
し
た
。
新
た
に
設

置
し
た
カ
ウ
ン
タ
ー
は
、
一
部
を
除
き
、

イ
ス
に
座
っ
た
ま
ま
書
類
を
記
載
し
や
す

い
よ
う
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
を
採
用
し
た
ほ

か
、
市
民
生
活
部
の
フ
ロ
ア
に
つ
い
て
は
、

利
用
さ
れ
る
方
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
配

置
を
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
庁
舎
及

び
森
吉
庁
舎
に
配
置
し
て
い
る
市
民
バ
ス

を
、
そ
れ
ぞ
れ
乗
車
定
員
29
人
の
中
型
バ

ス
に
更
新
し
ま
し
た
。

　
市
民
生
活
部
関
係

■
生
活
課　

　
古
着
・
古
布
の
無
料
回
収
を
、
11
月
11

日
に
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
と
森
吉
庁
舎

の
２
か
所
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度
は

回
収
場
所
を
増
や
し
た
ほ
か
、
水
銀
製
品

の
回
収
も
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
よ

り
79
世
帯
多
い
２
１
３
世
帯
か
ら
持
ち
込

み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
９
月
21
日

か
ら
30
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
運
動

初
日
に
は
北
欧
の
杜
公
園
で
、
総
決
起
集

会
と
車
両
の
交
通
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

交
通
事
故
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
講
座
が
、

10
月
30
日
に
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
市
民
約
50
人
が
参
加
し

「
人
の
輪
で
つ
な
ぐ
地
域
と
い
の
ち
」
を

テ
ー
マ
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
市
民
課

　
10
月
末
の
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
申
請
枚

数
は
３
１
５
１
枚
、
交
付
枚
数
は
２
５
９

５
枚
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、通
知
カ
ー

ド
を
受
け
渡
し
で
き
ず
に
市
が
保
管
し
て

い
る
件
数
は
、
１
１
５
件
で
す
。

　
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
記
念
証
の
交

付
枚
数
は
、
10
月
末
で
出
生
記
念
証
が
81

枚
、
結
婚
記
念
証
が
35
枚
の
計
１
１
６
枚

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
末
の
国
民
健
康
保
険
の
加
入
世
帯

数
は
４
８
７
８
世
帯
、
被
保
険
者
数
は
７

２
２
９
人
で
、
そ
の
う
ち
前
期
高
齢
者
は

４
０
９
８
人
で
す
。

　
10
月
末
の
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被

保
険
者
数
は
７
８
９
４
人
で
、
そ
の
う
ち

若
年
障
害
者
認
定
数
は
１
９
９
人
で
す
。

　
健
康
福
祉
部
関
係

■
福
祉
課

　
北
秋
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
、

９
月
18
日
に
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

高
齢
者
の
災
害
支
援
に
つ
い
て
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
児
童
虐
待
防
止
月
間
お
よ
び
Ｄ
Ｖ
防
止

推
進
月
間
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
11
月
15
日

に
鷹
巣
地
区
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

２
か
所
で
行
い
ま
し
た
。

■
高
齢
福
祉
課

　
敬
老
式
が
９
月
５
日
か
ら
16
日
ま
で
市

内
10
か
所
で
行
わ
れ
、
対
象
者
７
７
６
２

人
の
う
ち
１
８
９
５
人
が
参
加
し
、
地
区

婦
人
会
や
自
治
会
、
小
学
校
、
保
育
園
の

協
力
の
も
と
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　
10
月
末
の
介
護
保
険
事
業
の
要
支
援
・

要
介
護
認
定
者
数
は
２
７
３
８
人
で
、
そ

の
う
ち
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
２
３
０
１
人
、

認
定
者
に
対
す
る
受
給
率
は
84
・
04
％
で

す
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
４
月

か
ら
10
月
ま
で
計
４
回
開
催
し
、
受
講
し

た
２
０
５
人
が
認
知
症
に
対
す
る
正
し
い

知
識
と
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

■
医
療
健
康
課

　
健
康
増
進
事
業
は
、
10
月
９
日
に
「
四

季
美
ウ
オ
ー
ク
」
を
実
施
し
、
67
人
が
参

加
し
、
健
康
増
進
を
図
り
ま
し
た
。

　
心
の
健
康
づ
く
り
事
業
は
、
９
月
14
日

に
内
陸
線
を
利
用
し
た
「
心
の
絆
号
」
に

43
人
が
参
加
し
、
笑
い
ヨ
ガ
や
ギ
タ
ー
演

奏
に
よ
る
合
唱
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

　
成
人
検
診
事
業
は
、
10
月
21
日
に
「
ホ

リ
デ
ー
検
診
」
と
し
て
特
定
健
診
及
び
が

ん
検
診
を
実
施
し
ま
し
た
。
検
診
前
に
は

電
話
や
通
知
に
よ
る
受
診
勧
奨
を
行
い
、

検
診
受
診
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　
食
育
推
進
事
業
は
、
11
月
17
日
に
「
食

育
フ
ェ
ス
タ
」
を
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

で
開
催
し
「
食
で
つ
く
る
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス

リ
ー
ト
の
か
ら
だ
」
と
題
し
て
松
本
範
子

さ
ん
が
特
別
講
演
を
行
い
、
参
加
し
た
市

民
１
４
０
人
が
食
育
へ
の
理
解
を
深
め
ま

し
た
。
ま
た
、
む
し
歯
の
な
い
５
歳
児
の

表
彰
と
75
歳
以
上
の
よ
い
歯
の
認
定
式
も

併
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
回
北
秋
田
市
民
病
院
運
営
連
絡
協

議
会
が
、
11
月
29
日
に
開
催
さ
れ
、
市
民

か
ら
の
要
望
等
へ
の
対
応
や
指
定
管
理
内

容
に
つ
い
て
の
協
議
の
ほ
か
、
上
期
の
収

支
状
況
の
報
告
、
新
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
の
点
検
評
価
な
ど
が
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

■
診
療
所

　
８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
市
立
３
診
療
所

の
外
来
患
者
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
阿
仁
診
療
所
は
、
内
科
２
０
９
２
人
で

前
年
同
期
比
７
人
増
、
外
科
２
３
６
８
人

で
同
81
人
減
、
歯
科
７
３
６
人
で
同
86
人

の
減
で
す
。
合
川
診
療
所
は
１
９
８
７
人

で
前
年
同
期
比
３
１
６
人
の
減
で
す
。
米

内
沢
診
療
所
は
、
内
科
３
４
８
１
人
で
前

年
同
期
比
１
２
６
人
減
、
小
児
科
３
７
３

人
で
同
79
人
減
、
整
形
外
科
７
５
７
人
で

同
32
人
減
、
脳
血
管
外
科
１
４
５
人
で
同

71
人
減
、
心
臓
血
管
外
科
20
人
で
同
６
人

の
増
で
す
。

▲防災について考えた男女共同参画社会づくり
講座

▲管理栄養士による特別公演を通して食へ
の関心を高めた食育フェスタ
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産
業
部
関
係

■
農
林
課

　
今
年
の
水
稲
は
、
６
月
と
８
月
の
低
温

及
び
日
照
不
足
等
に
よ
り
収
量
の
低
下
が

み
ら
れ
、
作
況
指
数
96
の
「
や
や
不
良
」

の
作
柄
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
15
日
か
ら
16
日
の
大
雨
に
よ
る
被

害
状
況
は
、
農
地
の
冠
水
が
52
・
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
農
地
の
崩
壊
等
が
22
か
所
、
道

水
路
等
の
被
害
が
17
か
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
５
月
18
日
か
ら
19
日
と
８
月
５
日
に

発
生
し
た
２
回
の
大
雨
と
合
わ
せ
、
国
の

災
害
復
旧
事
業
に
は
農
地
17
か
所
、
施
設

等
11
か
所
を
申
請
し
て
お
り
、
今
後
来
春

の
耕
作
に
支
障
の
無
い
よ
う
復
旧
工
事
を

進
め
て
い
ま
す
。
な
お
、
10
月
７
日
か
ら

８
日
の
台
風
25
号
に
つ
い
て
は
、
農
作
物

や
農
地
へ
の
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
は
、
工

事
に
着
手
し
て
お
り
、
降
雪
期
に
及
ぶ
工

事
に
な
り
ま
す
が
、
安
全
面
、
周
辺
環
境

に
配
慮
し
な
が
ら
進
め
ま
す
。

　
市
有
林
造
林
事
業
は
、
綴
子
字
根
仮
戸

地
内
約
30
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
間
伐
を
、
２
月

下
旬
に
か
け
実
施
し
ま
す
。

　
８
月
15
日
か
ら
16
日
の
大
雨
に
よ
る
林

業
施
設
災
害
復
旧
事
業
は
、
国
に
よ
る
査

定
が
終
了
し
、
工
事
発
注
に
向
け
て
業
務

を
進
め
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
は
、
昨
年
同
時
期
と
比

較
し
て
捕
獲
申
請
で
43
件
減
の
66
件
、
熊

の
捕
獲
頭
数
で
91
頭
減
の
39
頭
と
前
年

を
大
き
く
下
回
り
、
平
年
並
み
の
件
数
と

な
っ
て
い
ま
す
。

■
商
工
観
光
課

　
秋
田
県
・
県
内
市
町
村
と
誘
致
企
業
と

の
懇
談
会
が
、
９
月
５
日
に
開
催
さ
れ
、

市
内
へ
進
出
し
て
い
る
企
業
を
中
心
に
市

の
企
業
誘
致
制
度
及
び
今
後
の
事
業
展
開

等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
10
月
20
日
・
21
日
に
東
京
都
板
橋
区
民

祭
り
、
11
月
２
日
か
ら
４
日
に
は
友
好
交

流
都
市
協
定
締
結
を
し
た
東
京
都
国
立
市

の
天
下
市
、
11
月
19
日
・
20
日
に
は
、
東

京
都
板
橋
区
ハ
ッ
ピ
ー
ロ
ー
ド
大
山
商
店

街
で
北
秋
田
市
秋
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

北
あ
き
た
バ
タ
ー
餅
を
は
じ
め
と
す
る
市

特
産
品
の
販
売
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
買
い

物
客
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
森
吉
四
季
美
湖
ま
つ
り
が
、
９
月
２
日

に
森
吉
山
ダ
ム
周
辺
で
開
催
さ
れ
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
ダ
ム
の
見
学
、
ダ
ム

堤
体
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
行
わ
れ
、

多
く
の
来
場
者
が
楽
し
み
ま
し
た
。

▲大勢の来場者でにぎわった産業祭

▲成田為三の名曲や趣向を凝らした合唱曲
を発表した浜辺の歌音楽祭

　
紅
葉
時
期
の
森
吉
山
阿
仁
ゴ
ン
ド
ラ
の

利
用
客
数
は
９
３
１
１
人
で
昨
年
比
１
３

８
５
人
の
増
で
す
。
太
平
湖
遊
覧
船
の
利

用
者
は
１
９
１
４
人
で
昨
年
比
３
３
３
人

の
減
で
す
。
ま
た
、
く
ま
く
ま
園
の
来
園

者
は
１
万
７
８
９
９
人
で
昨
年
比
３
２
８

人
の
減
で
す
。

　
地
域
産
品
等
を
活
用
し
た
宿
泊
プ
ラ
ン

に
対
し
助
成
を
行
う
「
北
秋
田
市
お
も
て

な
し
宿
泊
支
援
事
業
」
を
、
12
月
１
日
か

ら
９
施
設
34
プ
ラ
ン
に
対
し
助
成
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
第
12
回
北
秋
田
市
産
業
祭
が
、
10
月
27

日
・
28
日
に
鷹
巣
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

屋
内
外
65
の
ブ
ー
ス
で
事
業
所
や
商
品
の

紹
介
、
物
販
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
会
場
で
は
俳
優
高
橋
克
典
さ
ん
の
ふ

る
さ
と
大
使
就
任
式
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
、
２
日
間
で
延
べ
１
万
２
０
０
０

人
が
来
場
し
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し

た
。

　
建
設
部
関
係

■
都
市
計
画
課

　
南
鷹
巣
団
地
建
替
事
業
に
つ
い
て
は
、

建
築
本
体
工
事
（
10
戸
）
及
び
外
溝
工
事

が
完
成
し
、
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
解
体
工
事
（
３
棟
12
戸
）
に
係
る

工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
、
工
事
を
進
め

て
い
ま
す
。

■
建
設
課

　
道
路
等
維
持
事
業
は
、
排
水
維
持
工
事

（
李
岱
芹
沢
線
）
ほ
か
６
件
を
発
注
し
、

舗
装
維
持
工
事
（
元
軌
道
鷹
巣
線
）
ほ
か

７
件
が
完
成
。
道
路
改
良
工
事
は
、
北
家

下
〜
大
町
線
ほ
か
を
発
注
し
、
元
７
号
坊

沢
線
ほ
か
１
件
が
完
成
。
橋
り
ょ
う
維
持

工
事
は
、
志
渕
内
橋
を
発
注
し
ま
し
た
。

　
防
災
・
安
全
交
付
金
事
業
は
、
橋
り
ょ

う
補
修
工
事
（
西
の
又
沢
橋
）
ほ
か
８
件

を
発
注
。
道
路
・
橋
り
ょ
う
等
防
災
対
策

事
業
は
、
橋
り
ょ
う
補
修
工
事
（
坊
沢
大

橋
）
を
発
注
。
河
川
維
持
工
事
は
、
大
堤

川
ほ
か
２
件
を
発
注
し
、
長
坂
沢
川
が
完

成
し
ま
し
た
。

　
公
共
土
木
災
害
復
旧
工
事
は
、
河
川
災

害
復
旧
工
事
（
田
沢
川
）
ほ
か
５
件
を
発

注
し
、
道
路
災
害
復
旧
工
事
（
幸
屋
線
）

ほ
か
３
件
が
完
成
し
ま
し
た
。

■
上
下
水
道
課

　
上
水
道
事
業
は
、
愛
宕
下
地
区
老
朽
管

更
新
工
事
、
三
木
田
地
区
配
水
管
・
給
水

管
路
舗
装
復
旧
工
事
、
消
火
栓
取
替
工
事

の
本
城
地
区
１
件
、
向
本
城
地
区
１
件
の

工
事
が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
簡
易
水
道
事
業
は
、
七
日
市
地
区
配
水

管
移
設
工
事
（
第
１
工
区
）
を
発
注
し
て

い
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
は
、
鷹
巣
処
理
区
で

面
整
備
工
事
２
件
、
舗
装
復
旧
工
事
２
件

が
完
成
し
て
い
ま
す
。

　
業
務
委
託
は
、
下
水
道
施
設
全
体
の
管

理
を
最
適
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
終

末
処
理
場
・
管
路
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
実
施
方
針
策
定
業
務
委
託
２
件
を

発
注
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
本
部
関
係

■
常
備
消
防

　
９
月
か
ら
11
月
15
日
ま
で
の
火
災
及
び

救
急
出
場
件
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
火
災
出
動
件
数
３
件
。
救
急
出
場
件
数

は
２
１
２
件
で
、
種
別
で
は
急
病
１
４
３

件
、
一
般
負
傷
28
件
で
す
。
転
院
搬
送
20

件
の
う
ち
三
次
医
療
機
関
へ
の
搬
送
は
10

件
で
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
は
７
件
で
、

う
ち
救
急
現
場
か
ら
の
要
請
は
１
件
で
す
。

ま
た
、
救
助
出
場
件
数
は
、
交
通
事
故
９

件
、
山
岳
捜
索
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
応
急
手
当
講
習
会
を
、
救
急
医
療
週
間

を
含
む
９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
10
回
開

催
し
、
市
民
３
８
３
人
に
応
急
手
当
法
を

指
導
し
ま
し
た
。
ま
た
、
９
月
11
日
に
、

一
日
救
急
隊
長
に
委
嘱
し
た
北
秋
田
市
民

病
院
看
護
師
の
伊
勢
綾
佳
さ
ん
が
応
急
手

当
法
習
得
の
街
頭
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
消
火
救
難
総
合
演
習
を
、
10
月
20
日
に

大
館
能
代
空
港
で
実
施
し
、
空
港
消
火
救

難
隊
、
警
察
、
県
北
地
区
医
師
会
、Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
、
県
北
地
区
の
消
防
本
部
が
参
加
し
、

航
空
機
事
故
の
発
生
に
備
え
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
対
応
の
向
上
を
目
的
と
し
た

「
防
災
講
演
会
」が
、11
月
８
日
に
行
わ
れ
、

「
異
常
気
象
に
よ
り
発
生
す
る
災
害
へ
の

対
応
」
と
題
し
て
秋
田
気
象
台
防
災
気
象

官
の
和
田
幸
一
郎
さ
ん
が
講
演
し
、
市
民

や
関
係
者
な
ど
約
１
６
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

■
非
常
備
消
防

　
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
、
11
月
４
日
か

ら
始
ま
り
、
ポ
ン
プ
操
作
や
他
隊
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
火
災
想
定
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
消
防
ポ
ン
プ
機
能
の
理
解
と
消
火
技
術

の
向
上
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
研
修
会
に

は
、
46
人
の
団
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
予
防
の
チ
ラ
シ
を
全
戸
配
布
し
、

消
防
車
両
巡
回
に
よ
る
火
災
予
防
広
報
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
関
係

■
総
務
課

　
国
立
市
教
育
委
員
会
か
ら
教
育
長
び
教

育
委
員
２
人
と
事
務
局
職
員
２
人
が
、
10

月
11
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
来
訪
し
、
前

田
小
学
校
、
森
吉
中
学
校
、
合
川
学
童
研

修
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
第
２
回
総
合
教
育
会
議
を
、
11
月
29
日

に
開
催
し
、
事
業
の
実
施
状
況
と
来
年
度

の
重
点
施
策
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　
小
・
中
学
校
の
整
備
は
、
合
川
中
学
校

体
育
館
床
張
替
え
工
事
及
び
鷹
巣
小
学
校

プ
ー
ル
補
修
工
事
等
の
工
事
が
完
成
し
て

い
ま
す
。

■
学
校
教
育
課

　
北
秋
田
市
理
科
・
社
会
科
発
表
会
が
、

10
月
20
日
に
行
わ
れ
、
多
く
の
小
学
生
が

研
究
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会
駅
伝
競
走
大

会
で
鷹
巣
中
学
校
女
子
が
優
勝（
６
連
覇
）

し
、
全
国
大
会
で
も
７
位
入
賞
と
い
う
素

晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
ま
た
、

県
中
学
校
秋
季
大
会
で
は
、
森
吉
中
学
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
団
体
戦
・
個
人

戦
と
も
に
優
勝
。
さ
ら
に
、
軟
式
野
球
大

会
で
は
森
吉
中
学
校
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
県
教
育
委
員
会
主
催
の
海
外
交
流
促
進

事
業
に
よ
り
、
10
月
23
日
か
ら
25
日
に
か

け
て
タ
イ
王
国
教
育
関
係
者
７
人
が
来
訪

し
、
鷹
巣
南
中
学
校
、
合
川
小
学
校
、
鷹

巣
小
学
校
の
授
業
を
参
観
し
ま
し
た
。

■
生
涯
学
習
課

　
Ｇ
ち
ゃ
ん
サ
ミ
ッ
ト
パ
ー
ト
７
が
、
10

月
19
日
に
坊
沢
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
１

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
13
回
北
秋
田
市
文
化
祭
が
、
10
月
27

日
か
ら
29
日
ま
で
文
化
会
館
と
市
民
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
、
演
示
に
48
団

体
が
出
演
、
展
示
に
１
１
３
４
点
の
作
品

が
出
展
し
、
日
頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。

　
第
13
回
浜
辺
の
歌
音
楽
祭
が
、
11
月
３

日
に
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、市
内
の
小
・

中
学
校
、
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
な
ど
19
団

体
が
出
演
し
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
斎
藤
洋
さ
ん
が
浜
辺

の
歌
変
奏
曲
な
ど
の
記
念
演
奏
を
行
い
ま

し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
第
13
回
北
秋
田
市
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
が
、
９
月
９
日
の
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
競
技
を
皮
切
り
に
、
11
月
25
日

ま
で
16
団
体
16
競
技
が
行
わ
れ
、
各
競
技

と
も
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
第
28
回
１
０
０
キ
ロ
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
、
９
月
23
日
に
開
催
さ
れ
、

全
国
か
ら
１
４
４
７
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参

加
し
ま
し
た
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
年
も
環
境
コ
ラ
ム
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
年
を
迎
え
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ

う
な
生
活
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
か
。
初
売
り
セ
ー
ル
で
つ
い

つ
い
買
い
物
を
し
す
ぎ
た
り
、
お
餅

な
ど
の
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
な
が

ら
、
年
始
の
特
別
番
組
を
見
た
り
し

て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
る
方

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
さ
て
、
今
月
の
テ
ー
マ
は
「
エ
シ

カ
ル
消
費
」で
す
。皆
さ
ん
は
ふ
だ
ん
、

自
身
が
購
入
し
た
り
、
不
要
と
な
っ

た
モ
ノ
が
、
ど
こ
の
誰
が
作
っ
た
も

の
だ
ろ
う
、
と
考
え
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。
モ
ノ
を
消
費
す
る
人
が
い

れ
ば
必
ず
生
産
す
る
人
も
い
ま
す
。

エ
シ
カ
ル
消
費
と
は
、
苦
労
し
て
生

産
し
て
い
る
人
が
い
る
の
で
は
な
い

か
な
ど
と
、
生
産
の
背
景
を
考
え
て
、

本
当
に
必
要
な
モ
ノ
を
購
入
し
た
り
、

長
く
使
う
こ
と
が
で
き
る
モ
ノ
を
積

極
的
に
購
入
す
る
な
ど
「
よ
り
よ
い

社
会
に
向
け
た
、
人
や
環
境
に
配
慮

し
た
消
費
行
動
」
と
定
義
さ
れ
て
い

環　境
コラム
環　境
コラム
第22回

エ
シ
カ
ル
な
消
費
を

　
　
　
　
　
心
掛
け
て
み
よ
う

エ
シ
カ
ル
な
消
費
を

　
　
　
　
　
心
掛
け
て
み
よ
う

ま
す
。

　
モ
ノ
を
生
産
す
る
の
は
誰
か
の
苦

労
が
あ
り
、
簡
単
に
で
き
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
こ
と

を
考
え
る
と
、
安
く
て
大
量
に
あ
る

も
の
だ
と
し
て
も
、
本
当
に
必
要
か

ど
う
か
を
し
っ
か
り
と
考
え
、
そ
の

商
品
の
購
入
が
社
会
に
と
っ
て
良
い

影
響
を
与
え
る
か
を
目
安
と
し
て
行

動
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

エ
シ
カ
ル
消
費
は
無
駄
な
ご
み
を
発

生
さ
せ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
人
だ
け

で
は
な
く
、
環
境
に
も
優
し
い
行
動

と
な
り
得
ま
す
。

　
現
代
の
大
量
生
産
・
大
量
消
費
社

会
か
ら
、
持
続
可
能
な
社
会
を
築
い

て
い
く
た
め
、
ま
ず
は
で
き
る
こ
と

か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

■市民ふれあいプラザ ☎62‐1130
▼１/12（土）～２/３（日）新春書き
初め作品展示
■文化会館　☎62‐3311
▼１/４（金）北秋田市消防出初式
＝開式10:00～
■スポーツ　☎62‐3800
▼１/５（土）～６（日）森吉山ス
キー大会＝高津森クロカンコース
▼１/６（日）大館・北秋田中学校ス
キー大会＝高津森クロカンコース
▼１/９（水）ＪＡ鷹巣町組合長杯
ユニカール大会＝鷹巣体育館
▼１/13（日）新春社会人バスケッ
トボール大会＝合川体育館
▼１/13（日）～14（月）冬季ハイス
クール北秋田カップソフトテニス
大会＝森吉総合スポーツセンター
▼１/19（土）～20（日）森吉総合ス
ポーツセンター杯中学校団体ソフトテ
ニス大会＝森吉総合スポーツセンター
▼１/20（日）あきた北空港学童ク
ロスカントリー選手権大会＝空港
緑地広場クロカンコース
▼１/26（土）秋田県中学校新人剣
道鷹巣大会＝鷹巣体育館
▼１/26（土）～27（日）全国高等学
校選抜フェンシング北海道・東北
予選会＝合川体育館

１月の休館日
■鷹巣図書館 ☎62‐1707
■森吉図書館 ☎72‐3192
１～３日、９日、14日、
16日、20日、23日、30日

はじめよう！

エシカル消費

　コミュニティ助成事業は、住民が自主的に行うコミュニティ活動の推進を図り、地域の連帯感に基づく
自治意識を盛り上げることを目指すもので、コミュニティ活動に直接必要な設備等の整備に助成する事業
です。
　この事業は、一般財団法人自治総合センターが宝くじの社会貢献事業として、宝くじの受託事業収入を
財源に実施したものです。
　平成30年度は大阿仁地区中央連絡協議会が除雪機を整備しました。このほか、自治会館内の備品（エ
アコン等）や子ども向け遊具などが助成対象となります。
　 生活課地域推進係 ☎62‐6628　

宝くじ助成事業で
 　　　除雪機を整備しました！
宝くじ助成事業で
 　　　除雪機を整備しました！

問

「熊の胆」木版原版の公開展示「熊の胆」木版原版の公開展示

▼１/４（金）～31（木）
　＝阿仁郷土文化保存伝承館

▼２/２（土）～28（木）
　＝大阿仁公民館

▼３/２（土）～ ＝マタギ資料館

応募期間　１月31日（木）まで
対象駅　　鷹巣／阿仁合／角館
応募方法等は、ホームページをご覧
になるか、お問い合わせください。

秋田内陸線全線開業30周年記念企画

採用された方には
豪華賞品プレゼント！
採用された方には
豪華賞品プレゼント！

駅スタンプデザイン募集中駅スタンプデザイン募集中

　 秋田内陸縦貫鉄道㈱ ☎82‐3231問申問

市民スキー大会市民スキー大会
第12

回
第12

回 北秋田北秋田

１月27日（日）期日
場所 薬師山スキー場
競技
開始

〈距離〉９時30分～
〈大回転〉10時～

◇小学生の部
　〈大回転／距離0.5～3.0㎞〉
◇中学生の部
　〈大回転／距離3.0㎞〉
◇一般の部
　 ▽男子〈大回転／距離1.0～2.0㎞〉
　 ▽女子〈大回転／距離1.0㎞〉
◇スノーボード競技
◇リレー競技
〇歩くスキー〈約500ｍ〉

申込期限申込期限１月 15日（火）
　 鷹巣体育館 ☎62‐3800

【コラボ営業期間】 ３月31日（日）まで 【営業時間】 9：00～16：30（レストラン営業は11：00～15：00）

【定休日】 毎週水曜日、第３・４火曜日（カフェは年中無休） ※左記以外にも休みの場合があります。

【お問い合わせ】 内陸線再生支援室 TEL：82‐2114  こぐま亭 TEL：82‐3666

コラボレストラン・カフェ営業中
秋田内陸線阿仁合駅内にある「こぐま亭」と北秋田市のふるさと

大使「ハローキティ」が期間限定でコラボレーションしています。

こぐま亭限定
フォトスポットもあるよ！

ランチョンマット

コースター

※売り切れ次第終了

４種類の

コラボメニューを販売

○カレー（水曜日限定）

○ラーメン

○カフェラテ

○ソフトクリーム ※メニューによって

　特典が異なります

※数に限りがあります

コラボメニューを

ご注文の方には

○ランチョンマット

○コースター　　　

プレゼント！
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
４
コ
マ
バ
タ
も
っ
ち
も
早
い
も
の
で
な
ん
と
６
年
目
に
突
入
で
す
。

今
年
も
び
よ
〜
ん
と
も
ち
も
ち
ふ
わ
ふ
わ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
♪

む
し
歯
の
な
い
子

む
し
歯
の
な
い
子

▼
11
月
14
日
の
健
診

簾
内
し
ょ
う
き

出
川
し
ょ
う
ま

仲
谷
ま
ど
か

佐

藤

さ

ら

吉
田
ゆ
い
と

古
田
ゆ
う
は

三

國

れ

ん

工
藤
は
く
と

佐
藤
け
ん
し
ん

梅
田
こ
こ
み

神

成

め

い

河
田
ま
な
か

佐

藤

る

か

金

澤

て

る

木
村
は
ん
な

藤
原
し
お
り

中
嶋
り
ょ
う
ま

千
葉
せ
お
り

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

今

泉

糠

沢

元

町

大

町

住
吉
町

住
吉
町

東
横
町

平
成
町

平
成
町

西
上
綱

東
中
岱

舟
見
町

舟
見
町

太

田

あ
け
ぼ
の
町

高
村
岱

小
ケ
田

本

郷

母
子
健
康
手
帳
交
付

日
に
ち　

１
月
７
日（
月
）、21
日（
月
）、

　
　
　
　
28
日（
月
）

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

時
間　
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
手
続
き
に
は
30
分
程
か
か
り
ま
す
。

持
ち
物　
妊
婦
本
人
の
個
人
番
号
カ
ー
ド

又
は
通
知
書
、本
人
確
認
書
類

※
交
付
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

は
、必
ず
電
話
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
分
測
定
日

　

定
期
的
な
体
組
成
測
定
で
健
康
な「
か

ら
だ
」作
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

日
に
ち　

１
月
28
日（
月
）

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間　
９
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
（
所
要
時
間
15
分
〜
30
分
）

内
容　
体
組
成
測
定
、測
定
値
の
説
明
等

が
ん
サ
ロ
ン「
北
秋
田 

虹
の
会
」

　
が
ん
患
者
や
家
族
が
抱
え
て
い
る
不
安

や
悩
み
な
ど
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
し
て

み
ま
せ
ん
か
？（
個
人
情
報
は
守
り
ま
す
）

ご
自
由
に
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

１
月
24
日（
木
） 

13
時
〜
15
時

場
所　
男
女
共
同
参
画
活
動
拠
点
施
設

　
　
　
「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ・
北
秋
田
」

（
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー
内
）

乳
幼
児
健
診・相
談

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
／
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
／
バ
ス
タ
オ
ル
ほ
か

▽
４
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　

１
月
30
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
30
年
９
月
生
ま
れ
の
子

▽
７
か
月
児
育
児
相
談

日
に
ち　

１
月
30
日（
水
）

受
付
時
間　
９
時
45
分
〜
10
時

対
象　
平
成
30
年
６
月
生
ま
れ
の
子

▽
10
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　

１
月
30
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
30
年
３
月
生
ま
れ
の
子

▽
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

日
に
ち　

２
月
６
日（
水
）

受
付
時
間　
12
時
30
分
〜
12
時
45
分

対
象　
平
成
29
年
６・
７
月
生
ま
れ
の
子

▽
２
歳
児
歯
科
健
康
診
査

　
（
森
吉・
合
川・阿
仁
地
区
）

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
に
ち　

１
月
24
日（
木
）

受
付
時
間　
12
時
45
分
〜
13
時

対
象　
平
成
28
年
７
〜
10
月
生
ま
れ
の
子

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
１
月
10
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

１
月
18
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
え
が
お
」

場
所　
前
田
公
民
館

日
時　

１
月
21
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
１
月
28
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

１
月
25
日（
金
）

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

心
の
サ
ロ
ン
へ
ど
う
ぞ

　
お
茶
で
も
飲
ん
で
話
を
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

〇
サ
ロ
ン「
お
茶
っ
こ
」

場
所　
阿
仁
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
１
月
10
日（
木
） 

10
時
〜
13
時
30
分

〇
サ
ロ
ン「
す
か
っ
と
」

場
所　
森
吉
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　

１
月
18
日（
金
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
え
が
お
」

場
所　
前
田
公
民
館

日
時　

１
月
21
日（
月
） 

10
時
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
梅
っ
こ
」

場
所　
合
川
保
健
セ
ン
タ
ー

日
時　
１
月
28
日（
月
） 

10
時
30
分
〜
14
時

〇
サ
ロ
ン「
あ
ん
ず
」

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

日
時　
毎
週
金
曜
日 

11
時
〜
14
時

※
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
れ
も

ん
の
会
」に
よ
る
サ
ロ
ン
で
す
。

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
個
別
相
談

　

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？
ご
本
人
だ
け
で
な
く
、家

族
や
支
え
る
方
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
に
ち　

１
月
25
日（
金
）

場
所　
北
秋
田
市
交
流
セ
ン
タ
ー

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

内
容　
臨
床
心
理
士
が
個
別
に
相
談
に
応

じ
ま
す
。（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

※
事
前
に
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
講
座（
中
期
）

日
に
ち　

１
月
17
日（
木
）

時
間　
18
時
〜
20
時
15
分

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　
予
定
日
が
平
成
31
年
５
月
〜
７
月

出
産
予
定
の
妊
婦
と
夫

持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳
、エ
プ
ロ
ン

申
込
締
切　

１
月
10
日（
木
）

す
こ
や
か
健
康
講
座（
第
２
回
）

日
に
ち　

１
月
16
日（
水
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　
「
健
康
は
お
口
か
ら
〜
歯
周
疾
患

を
予
防
し
よ
う
〜
」

講
師　
佐
藤
歯
科
医
院　
佐
藤
正
明
院
長

※
阿
仁・森
吉・合
川
か
ら
バ
ス
が
出
ま
す
。

希
望
者
は
要
申
し
込
み
。

に
じ
い
ろ
リ
ボ
ン（
子
育
て
サ
ー
ク
ル
）

食
育
キ
ッ
ズ
参
加
者
募
集

日
時　

２
月
１
日（
金
） 

10
時
〜
13
時

場
所　
北
秋
田
市
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
未
入
園（
１

歳
以
上
）の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
15
組

内
容　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
／
親
子
遊
び

／
親
子
で
ク
ッ
キ
ン
グ

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
子
ど
も
用
ス
プ
ー
ン
、箸
、お
し

ぼ
り
、着
替
え
等

申
込
締
切　

１
月
24
日（
木
）

※
申
し
込
み
の
際
は
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の

有
無
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 　
　
医
療
健
康
課 

健
康
推
進
係

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
62‐

６
６
６
６

申
問

　
健
康

～認知症を学ぶ～まちかどカフェ
　認知症で悩んでいる方、介護されてい
る方、支えている地域の人との出会いの
場に、お気軽にお立ち寄りください。

日　時 開催場所
森吉コミュニティセンター

1月９日（水） 10時～12時
1月８日（火） 10時～12時

合川庁舎
1月16日（水） 10時～15時 げんきワールド
1月24日（木） 10時～12時 阿仁山村開発センター
問　 地域包括支援センター ☎69‐7061

■
１
月
25
日（
金
）

北
秋
田
市
消
防
本
部

13
時
15
分
〜
14
時

県
立
鷹
巣
技
術
専
門
校

14
時
45
分
〜
16
時
15
分

献血日程献血日程

お
知
ら
せ

風
し
ん
予
防
接
種

　
費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す

対
象
者

①
昭
和
33
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

②
妊
婦
の
同
居
家
族

※
②
対
象
の
方
は
医
療
健
康
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

※
ワ
ク
チ
ン
が
不
足
し
て
お
り
ま
す
の
で

「
妊
婦
の
家
族
」を
優
先
し
ま
す
。

※
風
し
ん
罹
患
歴
又
は
風
し
ん
予
防
接
種

を
２
回
以
上
接
種
済
み
の
方
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
の
で
、母
子
手
帳
等
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

助
成
期
間　
３
月
31
日（
日
）ま
で

助
成
額　
全
額
助
成（
無
料
）

実
施
場
所　
北
秋
田
市
内
医
療
機
関（
要
予
約
）

持
ち
物　
身
分
証
明
証（
健
康
保
険
証
等
）

精
神
保
健
相
談・

　
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
相
談

日
に
ち　

１
月
25
日（
金
）

時
間　
13
時
30
分
〜
15
時（
受
付
13
時
〜
）

場
所　
北
秋
田
保
健
所
２
階

※
前
日
午
前
ま
で
要
予
約
。

　
　

 

北
秋
田
保
健
所 

☎
62‐
１
１
６
５

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
出
張
セ
ン
タ
ー
開
設
日

日
時　

２
月
２
日（
土
）　
11
時
〜
16
時

場
所　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
研
修
室
Ａ

内
容　
①
会
員
登
録
②
お
相
手
検
索
③
結

婚
に
関
す
る
相
談

※
完
全
予
約
制
。開
設
日
の
２
日
前
ま
で

に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

 

あ
き
た
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー
北
セ

ン
タ
ー　
０
８
０
０‐
８
０
０‐
０
４
１
３

生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　

あ
な
た
も
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
、安

心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

力
を
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

２
月
16
日（
土
）９
時
30
分
〜
17
時

　
　
　

２
月
23
日（
土
）９
時
〜
16
時
30
分

会
場　
市
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

対
象　

18
歳
以
上
の
市
民
の
方
で
、２
日

間
参
加
で
き
る
方

定
員　
20
人

受
講
料　
無
料

申
込
締
切　

２
月
４
日（
月
）

　
　

 

北
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
69‐
８
０
２
５

申
問

予
問

申
問

（（
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　 都市計画課都市計画住宅係 ☎72‐5246問

胡桃館団地・・・綴子字胡桃館２★
簡易耐火２階６戸建３ＬＤＫ 月額16,200円～37,200円
林岱団地・・・八幡岱新田字林岱89‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額9,200円～ 18,200円
松ケ丘団地・・・川井字松石殿1‐254★
木造平屋１戸建３ＬＤＫ 月額16,800円～38,600円
田の沢団地・・・川井字五郎左ェ門田の沢5‐6★
木造２階６戸建２ＬＤＫ 
月額18,600円～42,700円（共益費400円）
御嶽団地・・・本城字上悪戸31‐1★
木造平屋２戸建２ＬＤＫ 月額18,700円～43,000円
伊勢ノ森団地・・・米内沢字伊勢ノ森37‐18★
木造２階１戸建３ＤＫ 月額23,700円～54,500円
冷水岱団地・・・米内沢字冷水岱94‐1
木造平屋４戸建１ＬＤＫ 月額17,000円～39,100円
上新町団地・・・阿仁水無字上新町東裏17‐1★
木造平屋２戸建３ＬＤＫ 月額19,800円～45,600円
上岱団地・・・阿仁水無字上岱64‐2★

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,900円～24,600円

▽木造平屋１戸建３ＤＫ 月額14,000円～23,700円
畑町団地・・・阿仁水無字畑町東裏147（共益費200円）

▽木造平屋４戸建２ＬＤＫ 月額23,600円～54,400円★

▽木造平屋４戸建１ＬＤＫ 月額18,900円～43,500円

▽木造平屋４戸建３ＬＤＫ 月額26,800円～61,600円★
三両団地・・・阿仁水無字寺後1‐5★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額11,100円～22,200円
比立内団地・・・阿仁比立内字狐台13‐1★
木造平屋１戸建３ＤＫ 月額10,000円～20,400円
サンコーポラスなかたい住宅・・・鷹巣字東中岱51‐1
鉄筋コンクリート造５階建３ＤＫ 月額40,600円
（共益費800円、駐車場使用料1,400円/台）
陣場岱第２団地・・・阿仁前田字陣場岱22‐4
木造平屋２戸建１ＬＤＫ 月額10,700円～24,600円
上杉団地・・・上杉字上屋布岱61‐47★
木造平屋１戸建４ＬＤＫ 月額47,000円～80,000円
※★印の住宅は単身入居できません

各住宅の設備等については、市のホームページを
ご覧になるか、お問い合わせください。

【入居資格】収入基準を満たすこと／住宅に困窮してい
ることが明らかなこと／市税等を滞納していないこと

【敷金】　家賃の３か月分（退去時までの預り金）
【募集期間】　第１回　１月４日（金）～ 11日（金）
　　　　　　第２回　１月18日（金）～ 25日（金）
【申込み先】　都市計画課（森吉）／生活課（鷹巣）／
　合川総合窓口センター／阿仁総合窓口センター

※土日祝除く

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

市営住宅入居者募集市営住宅入居者募集
申
問

申
問

お
知
ら
せ

企
業
在
職
者
対
象
の
講
習

▽
柱
建
て
四
方
転
び
墨
付
け
講
習

期
間　

２
月
７
日（
木
）、８
日（
金
）

時
間　
９
時
〜
16
時

場
所　
鷹
巣
技
術
専
門
校

定
員　
先
着
10
人

受
講
料　
無
料（
材
料
持
参
）

内
容　
柱
建
て
四
方
転
び
の
各
部
材
の
原

寸
図
を
作
成
し
、部
分
模
型
を
完
成

申
込
締
切　

１
月
28
日（
月
）

　
　

 

鷹
巣
技
術
専
門
校 

☎
84
‐
８
３
５
１

就
職
未
内
定
者
を
集
中
支
援
し
ま
す

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、学
生
、生
徒
及
び

保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た「
未
内
定
者

へ
の
集
中
支
援
」を
実
施
し
ま
す
。

支
援
期
間　
３
月
末
ま
で

支
援
内
容　
求
人
情
報
の
提
供
／
応
募
書

類
の
添
削
指
導
／
面
接
指
導
／
個
別
求
人

開
拓
等

　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
鷹
巣 

☎
60
‐
１
５
８
６

第
7
回
北
秋
田
ス
プ
リ
ン
ト
カ
ッ
プ

日
時　

２
月
11
日（
月・
祝
） 

８
時
30
分

場
所　
薬
師
山
ス
キ
ー
場

種
目　
小
学
生
／
中
学
生

参
加
料　

２
０
０
０
円

申
込
締
切　

１
月
15
日（
火
） 

17
時

　
　

 

ス
プ
リ
ン
ト
カ
ッ
プ
事
務
局
堀
内

☎
０
９
０‐
２
３
６
３‐
８
５
２
５

問

問

　入札参加資格審査（業者登録申請）の
申請受付を下記の要領で行います。

申請区分
▽建設工事　　▽測量・建設コンサル等　
▽物品調達及び役務提供等
※不動産鑑定、登記等手続き等、漏水調査の申
請は、今回の申請より「物品調達及び役務提供
等」で申請してください。
提出書類
北秋田市様式により提出ください。
※北秋田市様式、各種申請書の作成の仕方、添
付書類については、市ホームページからダウン
ロードできます。
受付期間　※土日、祝日を除く

１月16日（水）～２月15日（金）
有効期間　２年間
平成31年４月１日～平成33年３月31日
提出方法　※持参・郵送どちらでも可
　建設、コンサル、物品役務毎にひもで綴り、
提出してください。郵送の場合は、角２型封筒
に入れて送付してください。
※受付印が必要な場合は、受付受領印（任意）と切手を
貼った返信用封筒又は受領用はがきを同封してください。

申請受付場所
　〒018‐3392　北秋田市花園町19番１号

　財政課財政係 ☎62-6607

平成31・32年度
入札参加資格審査のお知らせ

平成31・32年度
入札参加資格審査のお知らせ

申請期限は２月15日

　測定の結果、
秋田県の通常レ
ベルを超える数
値は観測されて
いません。

市 役 所 本 庁 舎 前
　〃　合川庁舎前
　〃　森吉庁舎前
　〃　阿仁庁舎前
クリーンリサイクルセンター前
一般廃棄物最終処分場
鷹巣埋立地最終処分場

観測地点
0.04
0.05
0.06
0.04
0.03
0.04
0.04

測定結果

（単位：マイクロシーベルト毎時）

北秋田市環境放射線量測定結果北秋田市環境放射線量測定結果
空間線量調査（12月７日測定）空間線量調査（12月７日測定）

※県の通常レベル
　0.022～0.086

問い合わせ
生活課環境係
☎62‐1110

北秋田市 消防出初式

【日時】 １月４日（金） ８時30分～
【交通規制箇所】　児童公園前交差点～文化会館まで

交通規制のお知らせ

分列行進分列行進

　北秋田市消防出初式分列行進のため、交通
規制を行います。ご不便をお掛けしますが、
ご協力をお願いします。

　 消防本部 ☎62̶1119問

郵便局

鷹ノ巣駅

出発地点（市民ふれあいプラザ）出発地点（市民ふれあいプラザ）

式典会場（文化会館）式典会場（文化会館）

観閲地点（北都銀行鷹巣支店前）観閲地点（北都銀行鷹巣支店前）

９時９時

10時～10時～

９時５分頃９時５分頃

交通規制交通規制

車両通行止め
８時30分～
車両通行止め
８時30分～

軽油引取税免税証（農業用）
交付申請書について
軽油引取税免税証（農業用）
交付申請書について

軽油引取税免税証（農業用）
交付申請書について
軽油引取税免税証（農業用）
交付申請書について

日時　１月28日(月)
　①10：00～11：30／②13：00～15：00
場所　北秋田地域振興局
　　　（第１・第２会議室）

交付申請に必要な書類等交付申請に必要な書類等
免税軽油使用者証
免税軽油使用者証交付申請書
誓約書
機械の販売証明書 ※機械追加・入替の場合
免税証交付申請書
耕作証明書
免税軽油の引取り等に係る報告書
軽油の納品書または販売証明書
未使用の免税証
印鑑（共同申請の場合は全員分）
秋田県証紙400円分（免税証交付時）

○

○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○

○
○

新規新規
○
○
○
※
○
○
○
○
○
○
○

更新更新
○

○
○
○
○
○
○

継続継続 書換書換

　　 秋田県総合県税事務所
　課税第二課 ☎018‐860‐3341

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
開
催

開
催
期
間　

１
月
16
日
〜
３
月
27
日
の
う

ち
毎
週
水
曜
日

時
間　
19
時
〜
20
時
30
分

場
所　
鷹
巣
小
学
校
体
育
館

対
象　
北
秋
田
市
に
在
住
又
は
勤
務
し
て

い
る
方
※
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

参
加
料　

１
０
０
０
円（
傷
害
保
険
料
込
）

持
ち
物　
ラ
ケ
ッ
ト
、シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル

申
込
期
日　

１
月
９
日（
水
）

　
　

 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局
成
田

☎
０
９
０‐
５
３
５
４‐
５
６
５
６

農
業
研
修
生
を
募
集
し
ま
す

　

新
規
に
就
農
を
希
望
す
る
方
や
、す
で

に
農
業
を
営
ん
で
い
る
方
で
も
新
た
な
部

門
を
開
始
し
た
い
方
を
対
象
に
、実
習
や

講
座
を
通
じ
て
営
農
に
必
要
な
知
識
や
技

術
を
習
得
す
る
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

研
修
期
間　
平
成
31
年
４
月
〜
平
成
33
年

３
月
ま
で
の
24
か
月

応
募
要
件　
研
修
終
了
後
に
は
確
実
に
就

農
す
る
方（
年
齢
制
限
あ
り
）

募
集
締
切　
1
月
18
日（
金
）

　
　

 
秋
田
県
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８‐
８
８
１‐
３
６
１
１

申
問

申
問
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北
秋
田
市
民
病
院 

休
診
日

▽
１
月
１
日（
火
）〜
３
日（
木
）

※
救
急
外
来
は
休
診
に
関
わ
ら
ず
診
察
し
ま
す
。

　
 

北
秋
田
市
民
病
院 

☎
62‐
７
０
０
１

市
長
交
際
費
を
公
開
し
ま
す《
11
月
》

▽
慶
弔
費　
10
万
４
８
０
０
円
（
６
件
）

▽
会　
費　
６
万
７
６
２
８
円
（
13
件
）

▽
そ
の
他　

４
万
３
０
３
１
円
（
５
件
）

▽
合　
計　
21
万
５
４
５
９
円
（
24
件
）

※
交
際
費
は
市
長
代
理
で
副
市
長
等
が
出

席
し
た
分
も
含
ん
で
い
ま
す
。

入
札
結
果
の
公
表
《
11
月
》

《
２
５
０
万
円
以
上
の
契
約
状
況
》

▼
河
川
維
持
工
事（
準
用
河
川
田
沢
川
）／

６
４
４
万
７
６
０
０
円
／
㈲
千
葉
建
設
▼

合
川
中
学
校
調
理
室
給
水
給
湯
管
改
修
工

事
／
２
６
６
万
７
６
０
０
円
／
㈲
工
藤
設

備
工
業
所
▼
七
日
市
地
区
配
水
管
移
設
工

事（
第
１
工
区
）／
１
１
８
８
万
円
／
朝
日

建
設
㈱
▼
南
鷹
巣
団
地
Ｎ
棟（
３
棟
12
戸
）

解
体
工
事
／
２
６
６
７
万
６
０
０
０
円
／

朝
日
建
設
㈱
▼
道
路
災
害
復
旧
工
事（
１

級
市
道
向
田
喜
鵲
線
）／
３
３
０
４
万
８

０
０
０
円
／
秋
田
土
建
㈱
▼
局
所
防
災
工

事（
岩
脇
地
区
）／
４
４
２
万
８
０
０
０
円

／
㈲
千
葉
建
設
▼
北
秋
田
市
立
阿
仁
診
療

所
改
築
工
事
／
２
億
９
８
９
３
万
２
１
２

０
円
／
秋
田
土
建
㈱

　

 

財
政
課
財
政
係 

☎
62‐
６
６
０
７

あ
き
た
回
帰
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
展
開
中

　
秋
田
へ
の
移
住
や
秋
田
で
の
就
職
を
考

え
て
い
る
方
に
、
次
の
窓
口
を
お
勧
め
く

だ
さ
い
。

【
東
京
】

▽
Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ
秋
田（
学
生・
Ａ
タ
ー

ン
就
職
相
談
）

　
０
１
２
０‐
１
２
２‐
２
５
５

▽
あ
き
た
で
暮
ら
そ
う
！
Ａ
タ
ー
ン
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
移
住
・
就
職
相
談
）

☎
０
８
０‐
９
２
９
２‐
５
１
９
５

【
秋
田
】

▽
秋
田
移
住
定
住
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

（
移
住
相
談
）

☎
０
１
８‐
８
９
３‐
３
９
８
１

▽
秋
田
県
ふ
る
さ
と
定
住
機
構
（
Ａ
タ
ー

ン
就
職
）

☎
０
１
８‐
８
２
６‐
１
７
３
１

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

仲
村
ミ
ヱ

成
田
則
雄

櫻
庭
甚
一
郎

小
笠
原
佳
代
子

佐
藤
專
太
郎

森
川
ヒ
テ

成
田
節
治

亀
山
ハ
ル
ヱ

長
岐
修
治

村
上
喜
宣

成
田
優
子

石
川
敬
一

村
上
義
文

近
藤
さ
つ
き

佐
藤
セ
イ

小
塚
耕
一

石
上
俊
夫

中
嶋
シ
ゲ

櫻
井
千
代
治

工
藤
ヨ
シ
ヱ

佐
々
木
　
章

今

泉

今

泉

蟹

沢

綴
子
大
畑

大

堤

新
田
中

大

町

住
吉
町

住
吉
町

住
吉
町

東
横
町

伊
勢
町

太

田

小

森

脇

神

高
村
岱

舟

場

小
ヶ
田

下

杉

合

川

松
ヶ
丘

9877846094959610182815580834097858888979666

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん

さ
ん (

　
歳)

(
　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

(

　
歳)

松
山
町

米
内
沢
新
町

米
内
沢
新
町

米
内
沢
大
町

本
城
下

向
本
城

長

野

寄

延

前
田
駅
前

大

岱

惣

内

荒

瀬

慶
弔
だ
よ
り
11
月
16
日
〜
12
月
15
日
届
出
分

拓
哉

泰
介

福
太
郎

了
介

航
輝

優
真

紀
人

幸
哉

大
斗健

慎
一
郎

奈
菜

桃
樺

佳
奈

彩
子

幸
子

有
紗

由
希

晴
香

真
美

志
帆

志
穂
子

の

あり
ん

は
る

つ
ば
き

か

い

と

ゆ

な

し
ゅ
う
と

ゆ

う

ご

と

う

ま

お
う
す
け

（（（（（（（（（（（

）））））））））））
二
女

二
女

長
男

二
女

長
男

長
女

長
男

長
男

長
男

二
男

二
女

深

関

坊
沢
羽
立

田

中

宮
前
町

伊
勢
町

柳

中

堂
ヶ
岱

岩

脇

松
ヶ
丘

合
川
李
岱

打

当

ご
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

岸
野
英
子

網
干
ヨ
シ
ヱ

吉
田
勝
藏

近
藤
信
悅

奈
良
尚
里

九
嶋
四
郎

楢
岡
ス
ナ

工
藤
一
夫

森
川
信
子

工
藤
ミ
ツ
ヱ

庄
司
正
次
郎

佐
々
木
テ
イ

石
上
希
空

藤
嶋
　
凜

村
上
　
晴

高
橋
　
椿

西
根
海
翔

神
成
優
那

中
嶋
柊
斗

岩
本
悠
悟

近
藤
斗
真

松
岡
凰
介

鈴
木
さ
や

689396847192866852959381

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん

お
二
人
の
前
途
を

　
　
　
　
　

祝
福
し
ま
す

斎

藤

佑

馬

市

川

彩

夏

ゆ

う

ま

あ

や

か

さ
ん

さ
ん

荒
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総人口　32,247人（58人減）【155人】
男　　15,096人（28人減）【 10人】
女　　17,151人（30人減）【145人】

　　出生 12人　　転入 27人
　　死亡 51人　　転出 46人
世帯数 14,103世帯（３世帯増）【150世帯】

人口と世帯数
※11月30日現在住民基本台帳による

※【　】は、うち外国人住民

問問　
　
の
納
期
限
１
月
31
日

市

県

民

税
第
４
期

国
民
健
康
保
険
税
第
７
期

税

問

市民プール遊泳場 一時休業市民プール遊泳場 一時休業
　市民プールでは、遊泳場工事のため下記の期間
を一時休業とさせていただきます。
　利用者の皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご
理解とご協力をお願いいたします。

《休業期間》 １月４日（金）～１月31日（木）
※トレーニングルームは通常開館します

　 市民プール ☎62‐5001 鷹巣体育館 ☎62‐3800

　マイナンバーカード作成希望の方の顔写真
の無料撮影を行い、オンライン申請をサポー
トします。この機会にマイナンバーカードを
作ってみませんか？

１月７
日（月）

より開
始！１月７
日（月）

より開
始！
マイナンバーカードの
交付申請をサポートします
マイナンバーカードの
交付申請をサポートします
マイナンバーカードの
交付申請をサポートします

【受付時間】 ９時～17時
　　　　　 （前日までに申請する窓口にご予約ください）
【受付場所】 市民課／合川・森吉・阿仁の各総合窓口セン
 ター／前田出張所／大阿仁出張所
【必要書類】 ①通知カード
 ②本人確認書類（下記のいずれか）
 　▽運転免許証、パスポートなど顔写真付き
 　　の公的なもの（１点）
 　▽健康保険証、年金手帳、通帳など（２点）
【受取方法】 申請してから約１か月後、ご本人に再度来庁
 のうえお受け取りいただきます。

　　 市民課☎62‐1114／合川総合窓口センター☎78‐2112／
森吉総合窓口センター☎72‐3115／前田出張所☎75‐2111／
阿仁総合窓口センター☎82‐2112／大阿仁出張所☎84‐2311

申問

　対象となるのは応急の診察を要する方です。

62‐7001
62‐7001
62‐7001
62‐2261
60‐1055
62‐1146
62‐1400
72‐4501
78‐3161
69‐5300
62‐7001
62‐7001
62‐7001
63‐2700
69‐7311
82‐2351
63‐0515
62‐1146
62‐1155
62‐1101
60‐1055
72‐4501
62‐1400
69‐5300
63‐2700
69‐7311
62‐7001
63‐0515
62‐1155
82‐2351
62‐1101

北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
津 谷 内 科
う え だ ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
まるや耳鼻科クリニック
米 内 沢 診 療 所
国民健康保険合川診療所
毛利整形外科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
北 秋 田 市 民 病 院
たむら内科クリニック
児玉内科クリニック
阿 仁 診 療 所
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
奈 良 医 院
近 藤 医 院
盛 岡 外 科 医 院
う え だ ク リ ニ ッ ク
米 内 沢 診 療 所
まるや耳鼻科クリニック
毛利整形外科クリニック
たむら内科クリニック
児玉内科クリニック
北 秋 田 市 民 病 院
遠 藤 ク リ ニ ッ ク
近 藤 医 院
阿 仁 診 療 所
盛 岡 外 科 医 院

1
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16
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20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木

（診療時間 18：30～21：00）
夜間当番医（ 　）日程表夜間

診療

電話番号医療機関名日 曜
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　　　　２月２日（土）午前９時開始
　　　　市民ふれあいプラザ（コムコム）と
　　　　米代児童公園

と　き

ばしょ

※幼児から小学３年生までは保護者同伴での参加厳守となります

親子、お友達同士
　グループで参加してね！
親子、お友達同士
　グループで参加してね！
１月30日（土）までにお申し込みください

この指と～まれ！この指と～まれ！
あそび体験活動ボランティア自主企画 

「白い風と遊ぼう」「白い風と遊ぼう」

流木や木片で自由に
工作づくりに挑戦

お手玉・おはじき
あやとり・おり紙 など

けん玉・竹とんぼ
パッチ・コマ回し など

ワラを使って
縄ない体験を
しよう！

流木や木片で自由に
工作づくりに挑戦

お手玉・おはじき
あやとり・おり紙 など

けん玉・竹とんぼ
パッチ・コマ回し など

ワラを使って
縄ない体験を
しよう！


